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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれが水性媒体と色材を含む第１のインク、第２のインク及び第３のインクを含む
インクセットであって、
　該第１のインクは、該色材としてアニオン性染料を含み、
　該第２のインクは、該色材としてアニオン性染料を含み、且つ該第１のインクと比較し
て色材濃度が低く、
　該第３のインクは、第１の顔料と、第２の顔料と、該第２の顔料を分散させるための高
分子分散剤とを含み、該第１の顔料及び該第２の顔料がともに分散状態で該第３のインク
中に含まれ、
　該第１の顔料が少なくとも１つのアニオン性の基が直接もしくは他の原子団を介して該
第１の顔料の表面に結合されている自己分散型の顔料であり、
　該第２の顔料が高分子分散剤によって該水性媒体に分散させることのできる顔料であり
、
　該高分子分散剤がアニオン性の高分子分散剤及びノニオン性の高分子分散剤の少なくと
も一方であり、
　且つ、該第２のインクは、該第３のインクとプリント媒体上で液体状態で接した時に、
該第３のインク中の該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一方の分散安定性を不安
定化させる物質を更に含み、
　該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一方の分散安定性を不安定化させる物質が
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多価金属イオンあるいはその塩である
ことを特徴とするインクセット。
【請求項２】
　前記アニオン性の基が、－ＣＯＯＭ、－ＳＯ3Ｍ、－ＰＯ3ＨＭ及び－ＰＯ3Ｍ2の中から
選択される少なくとも１つである請求項１に記載のインクセット
（但し、Ｍはそれぞれ独立して、水素原子、アルカリ金属、アンモニウム、あるいは有機
アンモニウムを表す）。
【請求項３】
　前記他の原子団が、炭素数１～１２のアルキレン基、置換基を有しても良いフェニレン
基および置換基を有しても良いナフチレン基から選択される請求項１または２に記載のイ
ンクセット。
【請求項４】
　前記第２の顔料がその表面に高分子分散剤を吸着することにより分散されている請求項
１～３のいずれかに記載のインクセット。
【請求項５】
　該第３のインクがブラックインクである請求項１～４のいずれかに記載のインクセット
。
【請求項６】
　該第３のインク中の該第１の顔料と第２の顔料の質量比率が４／６～９／１の範囲であ
る請求項１～５のいずれかに記載のインクセット。
【請求項７】
　該第３のインク中に該第１の顔料を該第２の顔料よりも多く含む請求項１～６のいずれ
かに記載のインクセット。
【請求項８】
　該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一方はカーボンブラックである請求項１～
７のいずれかに記載のインクセット。
【請求項９】
　該第３のインクが更に染料を含んでいる請求項１～８のいずれかに記載のインクセット
。
【請求項１０】
　該インク類が、インクジェット記録に用いられるものである請求項１～９のいずれかに
記載のインクセット。
【請求項１１】
　（１）水性媒体と色材としてのアニオン性染料を含む第１のインクをインクジェット法
を用いてプリント媒体上に付着させる第一の工程、
　（２）水性媒体と色材としてのアニオン性染料を含み、且つ該第１のインクと比較して
色材濃度が低い第２のインクをインクジェット法を用いてプリント媒体上に付着させる第
二の工程、及び
　（３）水性媒体中に、第１の顔料と、第２の顔料と、該第２の顔料を分散させるための
高分子分散剤とを含み、該第１の顔料及び該第２の顔料をともに分散状態で含み、該第１
の顔料が少なくとも１つのアニオン性の基が直接もしくは他の原子団を介して該第１の顔
料の表面に結合されている自己分散型の顔料であり、該第２の顔料が高分子分散剤によっ
て該水性媒体に分散させることのできる顔料であり、該高分子分散剤がアニオン性の高分
子分散剤及びノニオン性の高分子分散剤の少なくとも一方である第３のインクをインクジ
ェット法を用いてプリント媒体上に付着させる第三の工程、
を含み、
　該第２のインクは、該第３のインクとプリント媒体上で液体状態で接した時に、該第３
のインク中の該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一方の分散安定性を不安定化さ
せる物質を更に含み、該第３のインク中の該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一
方の分散安定性を不安定化させる物質が多価金属イオンあるいはその塩であり、且つ
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　該第２の工程は、該第３の工程に引き続いて、もしくは実質的に同時に該プリント媒体
上で該第２のインクと該第３のインクとが液体状態で接するように行う
ことを特徴とするインクジェットプリント方法。
【請求項１２】
　（１）水性媒体と色材としてのアニオン性染料を含む第１のインクをインクジェット法
を用いてプリント媒体上に付着させる第一の工程、
（２）水性媒体と色材としてのアニオン性染料を含み、且つ該第１のインクと比較して色
材濃度が低い第２のインクをインクジェット法を用いてプリント媒体上に付着させる第二
の工程、及び
（３）水性媒体中に、第１の顔料と、第２の顔料と、該第２の顔料を分散させるための高
分子分散剤とを含み、該第１の顔料及び該第２の顔料をともに分散状態で含み、該第１の
顔料が少なくとも１つのアニオン性の基が直接もしくは他の原子団を介して該第１の顔料
の表面に結合されている自己分散型の顔料であり、該第２の顔料が高分子分散剤によって
該水性媒体に分散させることのできる顔料であり、該高分子分散剤がアニオン性の高分子
分散剤及びノニオン性の高分子分散剤の少なくとも一方である第３のインクをインクジェ
ット法を用いてプリント媒体上に付着させる第三の工程、
を含み、
　該第２のインクは、該第３のインクとプリント媒体上で液体状態で接した時に、該第３
のインク中の該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一方の分散安定性を不安定化さ
せる物質を更に含み、該第３のインク中の該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一
方の分散安定性を不安定化させる物質が多価金属イオンあるいはその塩であり、且つ
　該第３の工程は、該第２の工程に引き続いて、該プリント媒体上で該第２のインクと該
第３のインクとが液体状態で接するように行う
ことを特徴とするインクジェットプリント方法。
【請求項１３】
　該第３のインクがブラックインクである請求項１１または１２に記載のインクジェット
プリント方法。
【請求項１４】
　該第２のインクと該第３のインクとが液体状態で接する領域が、該第３のインクによっ
て形成される黒色画像とカラー画像との境界領域である請求項１１～１３のいずれかに記
載のインクジェットプリント方法。
【請求項１５】
　請求項１０に記載のインクセットを構成している各インクを収容したインク収容部及び
該インクを吐出させる為のヘッド部を備えていることを特徴とする記録ユニット。
【請求項１６】
　請求項１０に記載のインクセットを構成している各インクを収容したインク収容部を備
えていることを特徴とするインクカートリッジ。
【請求項１７】
　請求項１０に記載のインクセットを構成する各インクをそれぞれ収容したインク収容部
と、これらの各インクを個別にインクジェットプリント方法によって吐出させる記録ヘッ
ドと、を備えていることを特徴とするインクジェットプリント装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はインクセット、インクジェットプリント方法、記録ユニット、インクカートリッ
ジおよびインクジェットプリント装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
インクジェットプリンタ等の普及に伴ない、これら装置における一傾向として、より高品
位のプリントを行うことが求められつつある。このプリント品位を決定づける主要な要因
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の一つとしてプリント媒体上でインクドットもしくはこのインクドットの集合として実現
される光学濃度（以下、単に「ＯＤ」ともいう）があることは良く知られたことである。
例えば、黒文字等のキャラクタをプリントする場合、一般に、ブラックインクによりプリ
ント媒体上に形成されるドットのＯＤが高い程プリントされた文字はプリント媒体の地の
色に対してより高いコントラストを呈しプリント品位は向上する。また、他の色の場合、
例えばシアン、マゼンタ、イエローによるドットの場合にも、これらのＯＤが高い程、そ
の画像はより鮮明なものとなる。
【０００３】
インクによりプリント媒体上に形成されるドットのＯＤを左右する要因の一つは、プリン
ト媒体中に浸透せずその表面に残るインク色材の量である。この点から、プリントヘッド
の吐出量自体を増大させるものは知られているが、より簡易な方法として、例えばプリン
トヘッドの走査を複数回行い、これにより同一箇所に複数回のインク吐出を行ってプリン
ト媒体に付与されるインク量を増大させることが広く行われている。
【０００４】
色材をプリント媒体表面に多く残留させる他の方法として、色材を不溶化させる処理液を
インクとともにプリント媒体に付与し、これにより、インクの色材をプリント媒体表面に
多く残し濃度を向上させる方法も提供されつつある。
【０００５】
この観点から本出願人は、特開平８－２８１９３０号公報に記載のプリント装置およびプ
リント方法を提案している。ここでは、ブラックをプリントする領域では、この領域に対
しブラックインクを吐出するとともに、所定の画素パターンで処理液を吐出することが行
われている。しかもこの処理液は、ブラックインクのアニオン性に対し極性の異なるカチ
オン性としたシアンインクが兼ねるものであり、これにより、ブラックインクの色材を不
溶化する上述した濃度増大の効果を得ることができる。さらには、他の色を同時にパター
ン化して印字することで色調のずれを防止しつつ濃度増大を図っている。
【０００６】
なお、上述の公報に記載される発明は、以上の濃度増大によるプリント品位の向上に加え
、処理液専用のプリントヘッドを必要とせず、簡易な構成により処理液による耐水性向上
、フェザリングおよびブリードの防止等の効果を得ることができるものである。
【０００７】
同様の技術として、ヨーロッパ特許出願にかかる公報ＥＰ　Ａ１　８３１１３５において
開示されたものも知られている。ここでは、マゼンタやシアンのカラーインクについてよ
り低濃度の淡カラーインクをブラックインクと重ねてプリントし、これらの淡カラーイン
ク中の成分を用いてブラックインクを不溶化することが開示されている。
【０００８】
一方、一般に、吐出特性、定着性等のプリント特性やプリント画像のにじみや光学反射濃
度、発色性等のプリント品位などの観点から用いるインクが選択される。ところで、イン
クは、その含有する色材により、染料インクと顔料インクの二種類に大別されることは広
く知られたところである。
【０００９】
このうち顔料インクは、染料インクに比べて耐水性、耐光性に優れ、また、鮮明な文字品
位を可能とする等の利点を有している。その一方で、顔料インクは染料インクと比較して
プリント媒体への定着に時間がかかったり、定着後の画像の耐擦過性も十分でない場合が
あり、また、１吐出動作によってノズルから吐出されるインクによってプリント媒体上に
形成されるインクドットのサイズが小さくなる傾向が見られる。即ち、顔料インクに含ま
れる顔料は、通常、主に、高分子分散剤の電気的反発力等を利用して、顔料粒子の凝集を
もたらす顔料粒子間に作用する分子間力に打ち勝たせてインク中に安定に分散させている
ものである。従って、インク中には顔料の量に応じて高分子分散剤を添加することが好ま
しい。また、自己分散型の顔料を用いたインクについても提案されている。
【００１０】
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一方、インクジェットプリント技術において、印字品位や画像品位のより一層の向上（例
えばプリント媒体上の画像の耐水性や光学濃度（ＯＤ）の向上等）を目的としてインク及
び該インクと反応する処理液とを、プリント媒体上で該インクと該処理液とが反応する様
に該プリント媒体上に付与する方法がこれまでに提案され、また、実用化されている。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
本発明者らは、顔料インクの優れた特性を活かしつつ、顔料インク特有の課題を解決すべ
く、研究を行った結果、以下のような知見を得た。
【００１２】
顔料が高分子分散剤によって分散されている、顔料インクを普通紙上にインクジェット記
録法を用いて印字すると、水分等のインクの溶媒の紙への浸透、及び空気中への蒸発によ
り顔料同士が凝集する。この際、紙上でのインクの挙動としては、インク中に含まれる高
分子分散剤の量が多い程、インクの凝集力が強くなる。その為に、高分子分散剤の含有量
が多いインクによって得られるインクドット径は、該含有量が少ないインクによって得ら
れるインクドット径よりも小さくなり、また、紙に衝突した際の歪んだ形状に近いままの
ドット形状となる。よって画像を形成するのに十分な記録濃度を有し、かつ白すじ等の発
生がないような記録に必要なドット径のインクドットを得る為には、インクジェットヘッ
ドからのインクの吐出体積を増加させる必要がある。しかし、このような調整を行っても
、高分子分散剤が吸着した顔料粒子の凝集力が強いことによる紙中への浸透性の低下と相
まって、インクのプリント媒体への定着の遅延を招き、或いは記録画像の耐擦過性を低下
させることがあった。
【００１３】
また、ドット径の拡大、および定着性の向上を図る為にインクのプリント媒体への浸透性
の向上を目的としてインクに浸透剤を含有させることも考えた。しかしこれはドット形状
の劣化（いわゆるフェザリング等のドット周囲形状の劣化）、紙の裏面へのインクの浸透
（いわゆる裏抜け）等の高品位な記録画像を目指すうえでは好ましくない現象を併発する
場合がある。また、色材がプリント媒体内部に浸透してしまう為、ドット径は比較的大き
くなってもインクドットのＯＤはあまり高くならない場合が多い。
【００１４】
一方、自己分散型の顔料を用いたインクでは前記した分散剤によって分散させられた顔料
を含むインクに比べて紙上での顔料の凝集力が弱い為か、ドット径の拡大を図ることがで
きるが、高画質画像を得るにはまだ十分ではない。
【００１５】
そこで、本発明者らは、この様に記録画像の品位を左右する様々な要素、例えばインクの
定着性、インクドット径の拡大、インクドット内での濃度の均一性、インクドット自体の
高い光学濃度等を高いレベルで満たすようなプリント方法として、顔料インク単独の場合
と、顔料インクと、該顔料インクの顔料分散性を記録時に破壊するような該顔料インクと
の反応性を有する処理液とを併用した場合におけるインクジェット記録技術について研究
を精力的な検討を行なった。その検討の一環として、処理液をプリント媒体表面に付与す
る前後に顔料インクを該プリント媒体上の該処理液と液体状態で混合される様に付与する
記録プロセスを実施した。
【００１６】
ところが、その結果として得られた画像は、その品質に関して満足できない場合があり、
顔料インク単独で形成した画像よりも寧ろ品位が低下する場合さえ観察された。具体的に
は、例えば顔料インクとして高分子分散剤によって水性媒体中に分散させた顔料を含む顔
料インクと該顔料インクと反応する処理液との組み合わせでは、インクドットのエリアフ
ァクターが小さいことに起因する光学濃度（ＯＤ）の低下が認められる場合があった。こ
のような現象の生じる理由は明らかでないが、インク中の顔料のプリント媒体上での凝集
が処理液によって大幅に促進された為ではないかと考えられる。
【００１７】
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そのため顔料インクの打ち込み量を増やすことでエリアファクターを大きくし、ＯＤの向
上を図ることができるが、この場合、定着性が劣ることが認められることがある。また、
顔料インクとして自己分散型の顔料を含む顔料インクと該顔料インクと反応するような処
理液との組み合わせによって得られるプリント媒体上のドットの辺縁部分には、所謂「し
み出し」もしくは「もや」と呼ばれる現象が生じ、明確なドットが得られないことがあっ
た。
【００１８】
図１はこの「しみ出し」や「もや」が生じたドットの平面模式図であり、中心の顔料イン
ク８と処理液６との反応部の周囲に、「しみ出し」による「もや」部７が観察される。
【００１９】
図２は、この現象の発生メカニズムを推定的に説明する図である。処理液Ｓがプリント媒
体Ｐ（特に普通紙等）に付与された後に、該処理液Ｓが付与された位置に自己分散型顔料
を含み、高分子分散剤を含まない顔料インクＩｐが重ねて付与されると、反応物（２）の
生成が始まる（図２（ｂ）参照）。そして、この反応が進行すると共に、同図（ｃ）に示
すように反応物によるほぼ円形状のドットから放射状の「しみ出し」を生じ、ドット全体
ではその周囲に「もや」がかかったような状態となる。このような「しみ出し」もしくは
「もや」は、外見上は、周知のフェザリングと同様に認識される為プリント品位を劣下さ
せるものである。
【００２０】
上述した「しみ出し」もしくは「もや」は、化学的あるいはミクロ的には次のような現象
であると推察している。分散剤無し顔料インクは、その処理液との反応において反応速度
が比較的大きく、このため分散していた顔料は、瞬時に分散破壊を生じ、反応物のクラス
ターを生成するが、これとともに微細な粒子状の反応物をも生じさせる。そして、この粒
子状の反応物は図２（ｃ）に示す処理液のプリント媒体への浸透先端ＳＰの拡大に伴なっ
て流れ出すため、その結果として上述の「しみ出し」や「もや」が現われるものと考えら
れる。
【００２１】
この様に、顔料インクと処理液とを単純に組み合わせただけでは、本発明者らが予測する
ことのできない事象が生じ、高品位なインクジェット記録画像を得ることが難しい場合が
あった。そして処理液を用いたインクジェット記録技術を利用して、顔料インクの利点を
活かしつつ、顔料インクの欠点を改善するという所期の目的の達成の為には更なる技術開
発が必要であることを本発明者らは認識した。
【００２２】
また、インクジェットプリンタのビジネス分野への展開を考慮したときに、印字速度のよ
り一層の向上が要求されてくるようになると考えられる。このような高速プリンタに於け
る大きな課題の一つが、インクの記録媒体への定着性である。定着性が悪い場合、先に排
出された印刷済の記録媒体表面に、後続の記録媒体が積層される過程において、先の記録
媒体表面の印字を汚損したり、あるいは後続の記録媒体の裏面に、先の排出された記録媒
体のインクが付着する等の事態が生じ、印字品位の低下や印刷物の美観を損ないかねない
。一方、インクジェット法によるカラー画像に対する高画質化への要求もまた極めて高度
化しつつある。
【００２３】
本発明は上記したような新たな技術的知見に鑑みなされたものであり、顔料インクと処理
液を用いたインクジェット記録技術を利用して、より高品質なカラープリントを得る為の
インクセットを提供することにある。
【００２４】
また、本発明は、プリント物の品位を損なうことなしに、インクの記録媒体への高速定着
を可能とするカラーインクジェットプリント方法及びその装置を提供することにある。
【００２５】
【課題を解決するための手段】
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　上記の目的を達成することのできる本発明の一実施態様にかかるインクセットは、それ
ぞれが水性媒体と色材を含む第１のインク、第２のインク及び第３のインクを含むインク
セットであって、
　該第１のインクは、色材としてアニオン性染料を含み、
　該第２のインクは、色材としてアニオン性染料を含み、且つ該第１のインクと比較して
色材濃度が低く、
　該第３のインクは、第１の顔料と第２の顔料と、該第２の顔料を分散させるための高分
子分散剤とを含み、該第１の顔料及び該第２の顔料がともに分散状態で該インク中に含ま
れ、
　該第１の顔料が少なくとも１つのアニオン性の基が直接もしくは他の原子団を介して該
第１の顔料の表面に結合されている自己分散型の顔料であり、
　該第２の顔料が高分子分散剤によって該水性媒体に分散させることのできる顔料であり
、
　該高分子分散剤がアニオン性の高分子分散剤及びノニオン性の高分子分散剤の少なくと
も一方であり、且つ、該第２のインクは、該第３のインクとプリント媒体上で液体状態で
接した時に、該第３のインク中の該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一方の分散
安定性を不安定化させる物質を更に含み、該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一
方の分散安定性を不安定化させる物質が多価金属イオンあるいはその塩であることを特徴
とするものである。
【００２６】
　また上記の目的を達成することのできる本発明の一実施態様にかかるカラーインクジェ
ット記録方法は、
　（１）水性媒体と色材としてのアニオン性染料を含む第１のインクをインクジェット法
を用いてプリント媒体上に付着させる第一の工程、
　（２）水性媒体と色材としてのアニオン性染料を含み、且つ該第１のインクと比較して
色材濃度が低い第２のインクをインクジェット法を用いてプリント媒体上に付着させる第
二の工程；及び
　（３）水性媒体中に、第１の顔料と、第２の顔料と、該第２の顔料を分散させるための
高分子分散剤とを含み、該第１の顔料及び該第２の顔料をともに分散状態で含み、
　該第１の顔料が少なくとも１つのアニオン性の基が直接もしくは他の原子団を介して該
第１の顔料の表面に結合されている自己分散型の顔料であり、
　該第２の顔料が高分子分散剤によって該水性媒体に分散させることのできる顔料であり
、
　該高分子分散剤がアニオン性の高分子分散剤及びノニオン性の高分子分散剤の少なくと
も一方である第３のインクをインクジェット法を用いてプリント媒体上に付着させる第三
の工程、
を含み、
　該第２のインクは、該第３のインクとプリント媒体上で液体状態で接した時に、該第３
のインク中の該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一方の分散安定性を不安定化さ
せる物質を更に含み、該第３のインク中の該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一
方の分散安定性を不安定化させる物質が多価金属イオンあるいはその塩であり、且つ
　該第２の工程は、該第３の工程に引き続いて、もしくは実質的に同時に該プリント媒体
上で該第２のインクと該第３のインクとが液体状態で接するように行うことを特徴とする
ものである。
【００２７】
そして上記の態様にかかる発明によれば、非常にＯＤが高く、エッジシャープネスが良好
であり、より高品位な画像を得ることができ、且つ耐擦過性、定着性の向上などの種々の
メリットを得られるものである。なお第１の顔料と第２の顔料を含む第３のインクの付与
に引き続く、あるいは実質的に同時に該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一方の
分散安定性を不安定化させる物質を含む第２のインクの付与がかかる効果をもたらす理由
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は明らかでない。しかし本発明をめぐる複数の実験によって、以下のような事実を本発明
者は確認している。即ち、該第１と第２の顔料とを含む第３のインクをプリント媒体に付
与すると図３（ａ）に示したようにプリント媒体Ｐの表面にインクが所定の広がりを持っ
たドットが形成される。そしてこのインクドットのサイズ（径：ｄ１）は、図３（ｂ）に
示す従来の顔料インク（高分子分散剤によって顔料を分散させたインクや自己分散型顔料
を含むインク）のサイズ（径：ｄ２）と比較して大きい（ｄ１＞ｄ２）。
【００２８】
このような現象が観察される理由は明らかでないが、以下のようなメカニズムによるもの
と推察される。即ち高分子分散剤が吸着した第２の顔料と第１の顔料とはインク中におい
ては電気的に反発し、少なくとも高分子分散型顔料のみのインクに比べて顔料の凝集力が
弱くなっている。このようなインクが紙面に印字されると、第２の顔料には高分子分散剤
が吸着しているため、インク中の色材は紙の厚み方向には浸透し難い。一方紙面（横）方
向に対しては、第２の顔料と高分子分散剤とを含むインクの場合はインクの溶媒の紙への
浸透、蒸発による水分の減少とともに急激に高分子同士が絡み合って、あるいは高分子が
顔料間に架橋することによって、顔料が強く凝集してしまうのに対し、本態様のインクは
第１の顔料が混在していることによって上記高分子の絡み合い、または架橋を防止あるい
は抑制し、また第１の顔料と高分子分散剤との反発によってインク中の顔料同士の強力な
分子間力が緩和され、その結果としてインクが紙面の横方向に拡散しやすくなっており、
しかもその拡散は緩和されているものの顔料同士の凝集力の影響を受けているために無秩
序な拡散とはなっていないものと考えられる。
【００２９】
そしてこのようにプリント媒体面上に均一に広く拡散したインクドットに該第１の顔料及
び該第２の顔料の少なくとも一方の分散安定性を不安定化させる物質を含む第２のインク
が付与されると（図２（ｂ）および（ｃ）参照）、該第３のインクと該第２のインクとの
界面で反応が生じることになるが、先に述べたようにインクドットが広く拡散しているた
め第２のインクと第３のインクとの反応領域も従来のインクの場合と比較して広く、しか
もインクドットが大きく広がっていることからインクドットの厚み（ｔ１）も従来のイン
クドットのプリント媒体表面における厚み（ｔ２）と比較して薄く、第２のインクとの反
応もごく短時間で終了するものと考えられる。これにより本態様においては定着時間の短
縮や定着性の向上、さらにはインクドットのエッジシャープネスの向上がもたらされるも
のと推測される。そしてかかるメカニズムから、本態様の奏する効果は、第３のインクが
第２のインクよりも先、もしくは実質的に同時にプリント媒体に付与される系に特有のも
のであることが理解されよう。
【００３０】
また本態様において第２のインクをプリント媒体に対して浸透性に優れたものとした場合
、定着性やインクドットのエッジシャープネスはより一層優れたものとなる。これはプリ
ント媒体表面において第３のインクと第２のインクとが反応しつつ、第２のインクの浸透
力により、プリント媒体に対する水を含む溶媒の浸透性が向上するためと考えられる。一
般に色材をプリント媒体中に浸透させた場合には光学濃度の低下を伴うことが多いが、本
態様のように第２のインクの付与に先立って第３のインクを付与する場合にはＯＤの低下
をもたらすほどには顔料がプリント媒体中に浸透することは殆どない。むしろ第２のイン
クとの反応によって色材はプリント媒体の表面とその近傍にとどまりやすくなり、その結
果、ＯＤは第２のインクを用いない場合と比較してもより向上するとの知見も得られてい
る。
【００３１】
　また上記の目的を達成することのできるインクジェットプリント方法の他の一実施態様
は、
　（１）水性媒体と色材としてのアニオン性染料を含む第１のインクをインクジェット法
を用いてプリント媒体上に付着させる第一の工程、
　（２）水性媒体と色材としてのアニオン性染料を含み、且つ該第１のインクと比較して
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色材濃度が低い第２のインクをインクジェット法を用いてプリント媒体上に付着させる第
二の工程；及び
　（３）水性媒体中に、第１の顔料と第２の顔料と、該第２の顔料を分散させるための高
分子分散剤とを含み、該第１の顔料及び該第２の顔料をともに分散状態で含み、
　該第１の顔料が少なくとも１つのアニオン性の基が直接もしくは他の原子団を介して該
第１の顔料の表面に結合されている自己分散型の顔料であり、
　該第２の顔料が高分子分散剤によって該水性媒体に分散させることのできる顔料であり
、
　該高分子分散剤がアニオン性の高分子分散剤及びノニオン性の高分子分散剤の少なくと
も一方である第３のインクをインクジェット法を用いてプリント媒体上に付着させる第三
の工程、
を含み、
　該第２のインクは、該第３のインクとプリント媒体上で液体状態で接した時に、該第３
のインク中の該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一方の分散安定性を不安定化さ
せる物質を更に含み、該第３のインク中の該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一
方の分散安定性を不安定化させる物質が多価金属イオンあるいはその塩であり、且つ　該
第３の工程は、該第２の工程に引き続いて、該プリント媒体上で該第２のインクと該第３
のインクとが液体状態で接するように行うことを特徴とするものである。
【００３２】
上記した様な本発明にかかる態様によれば、ＯＤが非常に高く、「もや」が緩和された、
より高品位な画像を得ることが出来、且つ耐擦過性、定着性の向上等の種々のメリットを
得られるものである。この実施態様によってこのような効果を得られる理由は明らかでな
いが、本発明をめぐる数々の実験によって以下の様な事実を本発明者らは確認している。
即ち、該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一方の分散安定性を不安定化させる物
質を更に含む第２のインクをプリント媒体に付与した後に、第２のインクを付与した部分
に、第３のインクを両者が液体状態で重なる様に、あるいは接する様に付与すると、イン
クドットは第２のインクを付与した部分に比較的大きく拡がり、大きな径を有するインク
ドットとなる。該第３のインク中の該第１及び第２の顔料が、該第１の顔料及び該第２の
顔料の少なくとも一方の分散安定性を不安定化させる物質を含む第２のインクと共存する
ことによって、第２のインクと第３のインク中の第１の顔料および第２の顔料の少なくと
も一方の凝集が緩和されていると推察される。
【００３３】
該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一方の分散安定性を不安定化させる物質を含
む第２のインクと該物質によって分散安定性を不安定化させられた第３のインク中の１つ
の顔料との強い反応による凝集作用が、第３のインク中の他の顔料と該第２のインクとの
相対的に弱い反応によって緩和され、更に、反応液中の第２の顔料同士の強力な分子間力
が第１の顔料の存在によって緩和され、その結果としてインクが紙面の横方向に拡散しや
すくなっていると考えられる。
【００３４】
また、第１の顔料のほうが第２の顔料よりも強く凝集する傾向にあるため、第２のインク
に該第２の顔料の分散安定性を不安定化させる物質が含まれる場合には第２のインクと第
１の顔料との反応時には「もや」はあまり観察されなく、その結果、ドット径が大きくな
るにもかかわらず、エッジシャープネスが良好となると考えられる。
【００３５】
また、上記した様に少ないインク量でも大きなドット径を形成でき、また、第１の顔料の
使用に伴って、第３のインク中に添加する高分子分散剤を少なくできることとあいまって
、定着性はより一層良好なものとなる。
【００３６】
また、本態様において、第２のインクをプリント媒体に対する浸透性にすぐれたものとし
た場合、定着性やドット径はより一層優れたものとなる。これはプリント媒体に対して第
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２のインクが速やかに浸透或いは拡散することで、プリント媒体の表面に一種のインク受
容層を形成する。このインク受容層によって、第２のインクに引きつづき付与された第３
のインクは反応しながら、速やかに該インクをプリント媒体中に浸透、拡散する。その結
果、大きなドットが速やかに形成される。
【００３７】
更に、本態様において、該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一方の分散安定性を
不安定化させる物質の濃度、および付与量を最適化した第２のインクを用いることは、よ
り一層の高画質化を図る上で好ましいものである。該第１の顔料及び該第２の顔料の少な
くとも一方の分散安定性を不安定化させる物質の濃度は、第３のインク中の顔料濃度の１
／３程度あれば十分ＯＤも高いものとなり、必要以上に濃度を高くしなくともよい。また
、該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一方の分散安定性を不安定化させる物質の
濃度が顔料濃度より、低い方が定着性も好ましいものとなる。
【００３８】
処理液としての機能を有する第２のインクの付与量に関しては、第３のインクに対して、
１／８～１／２にすることで、ＯＤやエッジシャープネスが良くなり、好ましい。
【００３９】
上記したように、第２のインクを第３のインクに対して後から、あるいは先立って接する
ように重ねることで、それぞれ独自のメカニズムにより、ＯＤが高くモヤのない、そして
定着性にも優れた極めて高品位な画像を短い定着時間でプリント媒体上に形成することが
可能となる。
【００４０】
例えば、本発明に共通な実施形態であるところの処理液としての機能を有する第２のイン
ク（第１のインクと同種のイオン性を有する染料を含み、かつ、第１のインクより染料濃
度が低く、しかも該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一方の分散安定性を不安定
化させる物質を含むインク）を第１のカラーインクよりも淡いカラーインクとし、これに
第３の顔料インクを組合せることで、色再現範囲が広く、各階調での粒状感が少ない画像
を得ることができる。この場合、第２のインクに第１のインクに含まれている染料と同じ
染料を用いることでより一層の画質向上が達せられる。また第２のインク中の染料濃度が
低いため、該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一方の分散安定性を不安定化させ
る物質との会合も少なく、より安定したインクとすることができる。また、第３のインク
がＢｋインクの場合には、Ｂｋの画像品位が向上し、高画質インクジェット画像が得られ
る。
【００４１】
本発明にかかる記録ユニットは、上記インクセットを構成している各インクがインクジェ
ット記録に用いられるものであり、これら各インクを収容したインク収容部及び各インク
を吐出させる為のヘッド部を備えていることを特徴とする記録ユニットである。
【００４２】
本発明にかかるインクカートリッジは、上記インクセットを構成する各インクを収容した
インク収容部を備えていることを特徴とするインクカートリッジである。
【００４３】
また、本発明にかかるインクジェットプリント装置は、上記のインクセットに含まれる各
インクをそれぞれ収容したインク収容部と、これらの各インクを個別にインクジェットプ
リント方法によって吐出させる記録ヘッドと、を備えていることを特徴とするインクジェ
ットプリント装置である。
【００４４】
【発明の実施の形態】
（第一の実施態様）
　本発明は、
（１）水性媒体中にアニオン性染料を色材として含む第１のインク、
（２）水性媒体中にアニオン性染料を色材として含み、該第１のインクと比較して色材濃
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度が低く、且つ、該第３のインクとプリント媒体上で液体状態で接した時に、該第３のイ
ンク中の該第１の顔料及び該第２の顔料の少なくとも一方の分散安定性を不安定化させる
物質を含んでいる第２のインク、及び
（３）第１の顔料と第２の顔料と、該第２の顔料を分散させるための高分子分散剤とを含
み、該第１の顔料及び該第２の顔料がともに分散状態で該インク中に含まれ、該第１の顔
料が少なくとも１つのアニオン性の基が直接もしくは他の原子団を介して該第１の顔料の
表面に結合されている自己分散型の顔料であり、該第２の顔料が高分子分散剤によって該
水性媒体に分散させることのできる顔料であり、該高分子分散剤がアニオン性高分子分散
剤及びノニオン性の高分子分散剤の少なくとも一方である該第３のインク
を用いる点にひとつの特徴を有しているものである。
　なお、本発明では、第３のインク中の第１の顔料及び第２の顔料の少なくとも一方の分
散安定性を不安定化させる物質として、多価金属イオンあるいはその塩を用いる。
【００４５】
そして本発明の第一の実施態様にかかるインクジェットプリント方法は、
（１）第１のインクをインクジェット法でプリント媒体に付与する工程；
（２）第２のインクをインクジェット法でプリント媒体に付与する工程；及び（３）第３
のインクをインクジェット法でプリント媒体に付与する工程、
を有し、
該第２の工程は、該第３の工程に引き続いて、もしくは実質的に同時に該プリント媒体上
で該第２のインクと該第３のインクとが液体状態で接するように行うことを特徴とする。
【００４６】
そして第３のインクがブラックインクであり、第１及び第２のインクがカラーインクであ
る場合には、第２のインクと第３のインクとを接触させる領域は、該ブラックインクによ
るブラック画像と該カラーインクによるカラー画像との境界領域に臨むブラック画像の縁
を含むようにすると、ブラック画像とカラー画像との間のブリーディングを防ぐことがで
き、カラー画像の高品質化により有効となる。
【００４７】
以下本実施態様に用いられる各インクについて説明する。
【００４８】
（第１のインク）
本発明にかかる第１のインクは、アニオン性染料を含む水性インクとすることが好ましい
。アニオン性染料としては、例えばインクジェット用インクに用いられる水溶性染料、例
えば、酸性染料、反応染料、直接染料や食用染料等を用いることができる。これらのアニ
オン性染料としては既存のものでも、新規に合成したものでもよく、画像を形成した場合
に、適度な色調と濃度を有する画像が得られるものであれば大抵のものを用いることがで
きる。又、これらのうちの何れかを混合して用いることも可能である。
【００４９】
下記に、他のインクに用いることのできるアニオン性染料の具体例について、インクの色
調別に例示する。
【００５０】
（イエロー用の色材）
・Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー：８、１１、１２、２７、２８、３３、３９、４４、５０
、５８、８５、８６、８７、８８、８９、９８、１００、１１０；
・Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー：１、３、７、１１、１７、２３、２５、２９、３６、３８
、４０、４２、４４、７６、９８、９９；
・Ｃ．Ｉ．リィアクティブイエロー：２、３、１７、２５、３７、４２；
・Ｃ．Ｉ．フードイエロー：３。
【００５１】
（レッド用の色材）
・Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド：２、４、９、１１、２０、２３、２４、３１、３９、４６
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、６２、７５、７９、８０、８３、８９、９５、１９７、２０１、２１８、２２０、２２
４、２２５、２２６、２２７、２２８、２２９、２３０；
・Ｃ．Ｉ．アシッドレッド：６、８、９、１３、１４、１８、２６、２７、３２、３５、
４２、５１、５２、８０、８３、８７、８９、９２、１０６、１１４、１１５、１３３、
１３４、１４５、１５８、１９８、２４９、２６５、２８９；
・Ｃ．Ｉ．リィアクティブレッド：７、１２、１３、１５、１７、２０、２３、２４、３
１、４２、４５、４６、５９；
・Ｃ．Ｉ．フードレッド：８７、９２、９４。
【００５２】
（ブルー用の色材）
・Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー：１、１５、２２、２５、４１、７６、７７、８０、８６、
９０、９８、１０６、１０８、１２０、１５８、１６３、１６８、１９９、２２６；
・Ｃ．Ｉ．アシッドブルー：１、７、９、１５、２２、２３、２５、２９、４０、４３、
５９、６２、７４、７８、８０、９０、１００、１０２、１０４、１１７、１２７、１３
８、１５８、１６１；
・Ｃ．Ｉ．リィアクティブブルー：４、５、７、１３、１４、１５、１８、１９、２１、
２６、２７、２９、３２、３８、４０、４４、１００。
【００５３】
（ブラック用色材）
・Ｃ．Ｉ．ダイレクトブラック：１７、１９、２２、３１、３２、５１、６２、７１、７
４、１１２、１１３、１５４、１６８、１９５；
・Ｃ．Ｉ．アシッドブラック：２、４８、５１、５２、１１０、１１５、１５６；
・Ｃ．Ｉ．フードブラック１、２。
【００５４】
インク中に含有させる上記したような色材の含有量は、例えば、インクジェット記録に用
いる場合には、該インクが優れたインクジェット吐出特性を備え、又、所望の色調や濃度
を有するように適宜選択すればよいが、目安としては、インク全重量に対して３～５０重
量％の範囲が好ましい。又、インクに含有される水の量は、インク全重量に対して５０～
９５重量％の範囲が好ましい。
【００５５】
更に、インクを調製する際に用いる溶媒又は分散媒としては、例えば、水、或いは水と水
溶性有機溶媒との混合溶媒が挙げられる。水溶性有機溶媒としては、例えばジメルホルム
アミド、ジメチルアセトアミド等のアミド類、アセトン等のケトン類、テトラヒドロフラ
ン、ジオキサン等のエーテル類、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール等
のポリアルキレングリコール類、エチレングリコール、プロピレングリコール、ブチレン
グリコール、トリエチレングリコール、１、２、６－ヘキサントリオール、チオジグリコ
ール、ヘキシレングリコール、ジエチレングリコール等のアルキレングリコール類、エチ
レングリコールメチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、トリエチレ
ングリコールモノメチルエーテル等の多価アルコールの低級アルキルエーテル類、エタノ
ール、イソプロピルアルコール、ｎ－ブチルアルコール、イソブチルアルコール等の１価
アルコール類の他、グリセリン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、１、３－ジメチルイミダ
ゾリジノン、トリエタノールアミン、スルホラン、ジメチルサルホキサイド等が用いられ
、これらの１種以上を用いることができる。水溶性有機溶剤の含有量については特に制限
はないが、第２のインクの全重量の２～５重量％、さらに好ましくは、５～４０重量％が
好適な範囲である。
【００５６】
第１のインクをインクジェット記録方法（例えば、バブルジェット法等）で記録媒体に付
着させる場合には、優れたインクジェット吐出特性を有するように、カラーインクが、前
述した所望の粘度、表面張力を有するように調製することが好ましい。
【００５７】
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上記インクを、例えばカラーインクとする場合には、先に説明したインクの記録媒体への
浸透性を表す尺度として知られているブリストウ法によって求められるＫａ値が、例えば
、５（ｍｌ・ｍ-2・ｍｓｅｃ-1/2）以上のインクになるように調製すれば、本発明にかか
る第３のインクを黒色インクとした場合にも、記録媒体上により高品質なカラー画像を形
成することができるので好ましい。即ち、このようなＫａ値を有するインクは記録媒体へ
の浸透性が高いため、例えば、イエロー、マゼンタ及びシアンから選ばれる少なくとも２
つの色の画像を隣接して記録するような場合においても、隣接する画像間で色の滲み（ブ
リーディング）を抑えることができ、又、これらのインクを重ね打ちして２次色の画像を
形成する場合でも、各々のインクの浸透性が高いため、隣接する異なる色の画像との間で
のブリーディングの発生を有効に抑えることができる。カラーインクのＫａ値をこのよう
な値に調製する方法としては、例えば、インク中への界面活性剤の添加、或いは、グリコ
ールエーテル等の浸透性溶剤の添加等の従来公知の方法が適用できる。勿論、添加量は、
上記Ｋａ値との兼ね合いにおいて適宜に調節すればよい。
【００５８】
（第２のインク）
第２のインクは、水性媒体中にアニオン性染料と、第３のインク中に含まれる第１の顔料
及び第２の顔料の少なくとも一方の分散安定性を不安定化させる物質を含む。顔料の分散
安定性の不安定化とは、例えば、該顔料の凝集、沈殿、あるいはインクの増粘等である。
増粘とは混合前の２つのインク（ここでは、第３のインクと第２のインク）のどちらの粘
度よりも両者を混合したインクの粘度が高くなった場合の現象を意味する。この第１の顔
料及び第２の顔料の少なくとも一方の分散安定性を不安定化させる物質としては、カチオ
ン性の多価金属イオンが好ましく用いられる。カチオン性の多価金属イオンの例としては
、Ｃａ++、Ｃｕ++、Ｎｉ++、Ｍｇ++、Ｚｎ+++、Ｂａ++、Ａｌ+++、Ｆｅ+++、Ｃｒ+++、Ｃ
ｏ++、Ｆｅ++、Ｌａ++、Ｎｄ+++、Ｙ+++が挙げられ、これらはインク中に単独で含まれて
いても良いが、複数種含まれていても良い。
【００５９】
これら多価金属イオンと結合して塩を形成し得る代表的かつ好ましい陰イオンには、Ｃｌ
-、ＮＯ3

-、Ｉ-，Ｂｒ-，ＣｌＯ3
-，ＣＨ3ＣＯＯ-があるが、これらに限られるものでは

ない。
【００６０】
ここに記した第２のインク中の多価金属イオンまたはその塩の含有量は質量基準で約０．
０１～１０％であることが好ましい。より好ましい塩濃度の範囲は１～５％である。更に
好ましい塩濃度の範囲は１～３％である。
【００６１】
第２のインクには、アニオン性染料、及び第３のインク中の第１の顔料および第２の顔料
の少なくとも一方の分散安定性を不安定化させる物質の他に、水性媒体を含む。この水性
媒体は、水単独あるいは、水と水溶性有機溶剤とを含むものであり、更にその他の添加剤
を含んでもよい。
【００６２】
水溶性有溶剤としては、ジメルホルムアミド、ジメチルアセトアミド等のアミド類、アセ
トン等のケトン類、テトラヒドロフラン、ジオキサン等のエーテル類、ポリエチレングリ
コール、ポリプロピレングリコール等のポリアルキレングリコール類、エチレングリコー
ル、プロピレングリコール、ブチレングリコール、トリエチレングリコール、１、２、６
－ヘキサントリオール、チオジグリコール、ヘキシレングリコール、ジエチレングリコー
ル等のアルキレングリコール類、エチレングリコールメチルエーテル、ジエチレングリコ
ールモノメチルエーテル、トリエチレングリコールモノメチルエーテル等の多価アルコー
ルの低級アルキルエーテル類、エタノール、イソプロピルアルコール、ｎ－ブチルアルコ
ール、イソブチルアルコール等の１価アルコール類の他、グリセリン、Ｎ－メチル－２－
ピロリドン、１、３－ジメチルイミダゾリジノン、トリエタノールアミン、スルホラン、
ジメチルサルホキサイド等が用いられ、これらの１種以上を用いることができる。水溶性
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有機溶剤の含有量については特に制限はないが、第２のインクの全質量の５～６０％が好
ましく、さらに好ましくは、５～４０％の範囲である。
【００６３】
第２のインクに用いるアニオン性染料としては、第１のインクに用いられる染料と同様の
ものを挙げることができるが、多価金属イオンなどとの会合をより高いレベルで防ぐこと
ができるという点で、Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー２３；Ｃ．Ｉ．アシッドレッド５２、２
８９；Ｃ．Ｉ．アシッドブルー９；Ｃ．Ｉ．リアクティブレッド１８０；Ｃ．Ｉ．ダイレ
クトブルー１８９、１９９等を好ましいものとして挙げることができる。
【００６４】
更には下記構造式（Ｉ）で示されるマゼンタ染料などが好適に用い得る。これらの染料は
、１種類で用いても、２種以上を組み合わせて用いてもよい。また第２のインクは色材濃
度が第１のインクのそれよりも低いため、多価金属イオンなどとの接触確率は相対的に低
いものとなり、染料の選択自由度はより広いものとなる。また上記したように多価金属イ
オンの濃度も比較的低くてよいため、より染料選択自由度は高いものとなる。
【００６５】
【化１】

（Ｓ＝ＳＯ3Ｘ；Ｘはアルカリ金属（例えばＮａ，Ｌｉ等）を表す）
そして本態様においては、該第２のインクはプリント媒体に対して高い浸透性を有する様
に調整しておくことは、画像ドットのプリント媒体への定着速度の向上や定着性の改善を
図る上で好ましいものである。
【００６６】
（第３のインク）
第１の態様に用いることのできる第３のインクの例としては、色材として第１の顔料及び
第２の顔料を水性媒体中に分散状態で含むインクであって、該第１の顔料が少なくとも１
つのアニオン性の基が直接もしくは他の原子団を介して該第１の顔料の表面に結合されて
いる自己分散型の顔料であり、該第２の顔料が高分子分散剤によって該水性媒体に分散さ
せることのできる顔料であり、該インクは更にアニオン性の高分子分散剤及びノニオン性
の高分子分散剤の少なくとも一方を含む高分子分散剤を該第２の顔料を分散させるための
分散剤として含むインクである。
【００６７】
以下、このインクの各成分について順次説明する。
【００６８】
（第１の顔料）
自己分散型の顔料とは、水溶性高分子化合物等の分散剤を用いることなしに水、水溶性有
機溶剤あるいはこれらを混合した液体に対して安定して分散状態を維持し、インクジェッ
ト記録技術を用いたオリフィスからの正常なインク吐出に支障を来すような、顔料同志の
凝集体を該液体中で生じることのないような顔料を指す。
【００６９】
（アニオン性自己分散ＣＢ）
このような顔料としては、例えば少なくとも１つのアニオン性基を直接もしくは他の原子
団を介して顔料表面に結合させたものが好適に用いられ、具体的な例は、少なくとも１つ
のアニオン性基が直接あるいは他の原子団を介して表面に結合しているカーボンブラック
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を含むものである。
【００７０】
このようなカーボンブラックに結合されているアニオン性基の例としては、例えば、－Ｃ
ＯＯＭ、－ＳＯ3Ｍ、－ＰＯ3ＨＭ、－ＰＯ3Ｍ2等（但し、式中のＭは水素原子、アルカリ
金属、アンモニウム、または、有機アンモニウムを表わす）が挙げられる。
【００７１】
上記「Ｍ」のアルカリ金属としては、例えば、リチウム、ナトリウム、カリウム等が挙げ
られ、また、「Ｍ」の有機アンモニウムとしては、モノ乃至トリメチルアンモニウム、モ
ノ乃至トリエチルアンモニウム、モノ乃至トリメタノールアンモニウム等が挙げられる。
【００７２】
これらのアニオン性基の中で、特に－ＣＯＯＭや－ＳＯ3Ｍはカーボンブラックの分散状
態を安定化させる効果が大きい為好ましい。
【００７３】
ところで上記した種々のアニオン性基は他の原子団を介してカーボンブラックの表面に結
合したものを用いることが好ましい。他の原子団としては、例えば、炭素原子１～１２の
直鎖状もしくは分岐鎖状のアルキレン基、置換もしくは未置換のフェニレン基又は置換も
しくは未置換のナフチレン基が挙げられる。ここでフェニレン基やナフチレン基に結合し
ていてもよい置換基の例としては、炭素数１～６の直鎖状もしくは分岐鎖状のアルキル基
等が挙げられる。
【００７４】
他の原子団を介してカーボンブラックの表面に結合させるアニオン性基の具体例としては
、例えば、－Ｃ2Ｈ4ＣＯＯＭ、－ＰｈＳＯ3Ｍ、－ＰｈＣＯＯＭ等（但し、Ｐｈはフェニ
ル基を表わし、及びＭは上記と同様に定義される）が挙げられるが、勿論、これらに限定
されることはない。
【００７５】
上記した様な、アニオン性基を直接もしくは他の原子団を介して表面に結合させたカーボ
ンブラックは例えば以下の方法によって製造することができる。
【００７６】
即ち、カーボンブラック表面に－ＣＯＯＮａを導入する方法として、例えば、市販のカー
ボンブラックを次亜塩素酸ソーダで酸化処理する方法が挙げられる。また、例えば、カー
ボンブラック表面に－Ａｒ－ＣＯＯＮａ基（但し、Ａｒはアリール基を表す。）を結合さ
せる方法として、ＮＨ2－Ａｒ－ＣＯＯＮａ基に亜硝酸を作用させたジアゾニウム塩とし
、カーボンブラック表面に結合させる方法が挙げられるが、勿論、本発明はこれに限定さ
れるわけではない。
【００７７】
ところで、本実施形態に係るインクに含有させる自己分散型の顔料（第１の顔料）はその
８０％以上が０．０５～０．３μｍ、特には０．１～０．２５μｍの粒径のものであるも
のとすることが好ましい。このようなインクの調整方法は後述する実施例に詳述した通り
である。
【００７８】
（第２の顔料）
本実施形態のインクに用いることのできる第２の顔料は、インクの分散媒、具体的には例
えば水性媒体に対して高分子分散剤の作用によって分散させることができる顔料が挙げら
れる。即ち、顔料粒子の表面に高分子分散剤が吸着した結果として初めて水性媒体に対し
て安定に分散させ得るような顔料が好適に用いられる。そしてそのような顔料としては、
例えば黒色顔料としては、例えばファーネスブラック、ランプブラック、アセチレンブラ
ック、チャンネルブラック等のカーボンブラック顔料が挙げられる。このようなカーボン
ブラック顔料の具体例としては、例えば下記のものを単独で、あるいは適宜組合わせて用
いることができる。
【００７９】
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カーボンブラック顔料：
・レイヴァン（Ｒａｖｅｎ）７０００、レイヴァン５７５０、レイヴァン５２５０、レイ
ヴァン５０００ＵＬＴＲＡ、レイヴァン３５００、レイヴァン２０００、レイヴァン１５
００、レイヴァン１２５０、レイヴァン１２００、レイヴァン１１９０ＵＬＴＲＡ－ＩＩ
、レイヴァン１１７０、レイヴァン１２５５（以上コロンビア社製）；
・ブラックパールズ（Black Pearls）Ｌ、リーガル（Regal）４００Ｒ、リーガル３３０
Ｒ、リーガル６６０Ｒ、モウグル（Mogul）Ｌ、モナク（Monarch）７００、モナク８００
、モナク８８０、モナク９００、モナク１０００、モナク１１００、モナク１３００、モ
ナク１４００、ヴァルカン（Ｖａｌｃａｎ）ＸＣ－７２Ｒ（以上キヤボット社製）；
・カラーブラック（Color Black）FW1、カラーブラックFW2、カラーブラックFW2V、カラ
ーブラック１８、カラーブラックFW200、カラーブラックS150、カラーブラックS160、カ
ラーブラックS170、プリンテックス（Printex）35、プリンテックスＵ、プリンテックス
Ｖ、プリンテックス１４０Ｕ、プリンテックス１４０Ｖ、スペシヤルブラック（Special 
Black）６、スペシヤルブラック５、スペシヤルブラック４Ａ、スペシヤルブラック４（
以上デグッサ社製）；
・No.２５、No.３３、No,４０、No.４７、No.５２、No.９００、No.２３００、ＭＣＦ－
８８、ＭＡ６００、ＭＡ７、ＭＡ８、ＭＡ１００（以上三菱化学社製）。
【００８０】
他の黒色顔料としてはマグネタイト、フェライト等の磁性体微粒子やチタンブラック等を
挙げることができる。
【００８１】
また、以上で述べた黒色顔料以外に青色顔料、赤色顔料等も用いることができる。
【００８２】
該第１及び第２の顔料を合わせた色材の量は、インク全量に対し、０．１～１５重量％、
より好ましくは、１～１０重量％である。第１の顔料と第２の顔料の比率は、５／９５～
９７／３、より好ましくは１０／９０～９５／５の範囲が好ましい。さらに好ましくは、
第１の顔料／第２の顔料＝４／６～９／１である。さらに好ましい別の範囲は第１の顔料
が第２の顔料よりも多い範囲である。このような第１の顔料が多い場合においては、イン
クとしての分散安定性はもちろん、ヘッドの吐出安定性、特に吐出効率や吐出口面の濡れ
が少ないことによる信頼性を含めた安定性が発揮される。
【００８３】
また、紙上でのインクの挙動として、高分子分散剤の吸着した第２の顔料が少ないインク
は効果的に紙の表面にインクが拡がるため、高分子分散剤による均一な薄膜が表面に形成
されると推定され、その効果により画像の耐擦過性も向上する。
【００８４】
第２の顔料を水性媒体に分散させる為の高分子分散剤は、例えば第２の顔料の表面に吸着
して第２の顔料を水性媒体に安定して分散させる機能を有するものが好適に用いられる。
このような高分子分散剤の例としてはアニオン性高分子分散剤及びノニオン性高分子分散
剤が挙げられる。
【００８５】
（アニオン性高分子分散剤）
親水性基としてのモノマーと疎水性基としてのモノマーの重合体及びその塩等が挙げられ
る。親水性基としてのモノマーの具体例としては、例えば、スチレンスルホン酸、α，β
－エチレン性不飽和カルボン酸、α，β－エチレン性不飽和カルボン酸誘導体、アクリル
酸、アクリル酸誘導体、メタクリル酸、メタクリル酸誘導体、マレイン酸、マレイン酸誘
導体、イタコン酸、イタコン酸誘導体、フマル酸及びフマル酸誘導体等が挙げられる。
【００８６】
また、疎水性基としてのモノマーの具体例としては、例えばスチレン、スチレン誘導体、
ビニルトルエン、ビニルトルエン誘導体、ビニルナフタレン、ビニルナフタレン誘導体、
ブタジエン、ブタジエン誘導体、イソプレン、イソプレン誘導体、エチレン、エチレン誘
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導体、プロピレン、プロピレン誘導体、アクリル酸のアルキルエステル、メタクリル酸の
アルキルエステル等が挙げられる。
【００８７】
なおここで、上記重合体の塩を形成するためのカチオン性のカウンターイオンとしては、
水素イオン、アルカリ金属イオン、アンモニウムイオン、有機アンモニウムイオン、ホス
ホニウムイオン、スルホニウムイオン、オキソニウムイオン、スチボニウムイオン、スタ
ンノニウム、ヨードニウム等のオニウム化合物等が挙げられるが、これらに限定されるも
のではない。また、上記重合体やその塩に、ポリオキシエチレン基、水酸基、アクリルア
ミド、アクリルアミド誘導体、ジメチルアミノエチルメタクリレート、エトキシエチルメ
タクリレート、ブトキシエチルメタクリレート、エトキシトリエチレンメタクリレート、
メトキシポリエチレングリコールメタクリレート、ビニルピロリドン、ビニルピリジン、
ビニルアルコール及びアルキルエーテル等を適宜付加してもよい。
【００８８】
（ノニオン性高分子分散剤）
ノニオン性高分子分散剤の例は、ポリビニルピロリドン、ポリプロピレングリコール、ビ
ニルピロリドン－酢酸ビニル共重合体等を含む。
【００８９】
上記した第１の顔料、第２の顔料及び高分子分散剤は、適宜その組合わせを選択し、水性
媒体に分散、溶解せしめることによって本発明にかかる第３のインクを得ることができる
が、第１の顔料として、少なくとも１つのアニオン性の基が直接もしくは他の原子団を介
して顔料の表面に結合されている自己分散型の顔料を用いる場合には、高分子分散剤にア
ニオン性の高分子分散剤及びノニオン性の高分子分散剤から選ばれる少なくとも一方を組
合わせて含有させることで、良好なインクの安定性を確保することができる。
【００９０】
第２の顔料とそれを分散させる高分子分散剤との第３のインク中での割合は質量比で、５
：０．５～５：２が好ましいが、これに限られるものでない。
【００９１】
（水性媒体）
第１及び２の顔料の分散媒となる水性媒体としては、水単独、あるいは水と水溶性有機溶
剤を含むものが用いられる。この水溶性有機溶媒としては、例えば、メチルアルコール、
エチルアルコール、ｎ－プロピルアルコール、イソプロピルアルコール、ｎ－ブチルアル
コール、ｓｅｃ－ブチルアルコール、ｔｅｒｔ－ブチルアルコール、イソブチルアルコー
ル、ｎ－ペンタノール等の炭素数１～５のアルキルアルコール類；ジメチルホルムアミド
、ジメチルアセトアミド等のアミド類；アセトン、ジアセトンアルコール等のケトン又は
ケトアルコール類；テトラヒドロフラン、ジオキサン等のエーテル類；ジエチレングリコ
ール、トリエチレングリコール、テトラエチレングリコール、ジプロピレングリコール、
トリプロピレングリコール、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール等のオ
キシエチレン又はオキシプロピレン共重合体；エチレングリコール、プロピレングリコー
ル、トリメチレングリコール、トリエチレングリコール、１，２，６－ヘキサントリオー
ル等のアルキレン基が２～６個の炭素原子を含むアルキレングリコール類；グリセリン；
エチレングリコールモノメチル（又はエチル）エーテル、ジエチレングリコールモノメチ
ル（又はエチル）エーテル、トリエチレングリコールモノメチル（又はエチル）エーテル
等の低級アルキルエーテル類；トリエチレングリコールジメチル（又はエチル）エーテル
、テトラエチレングリコールジメチル（又はエチル）エーテル等の多価アルコールの低級
ジアルキルエーテル類；モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールア
ミン等のアルカノールアミン類；スルホラン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、２－ピロリ
ドン、１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノン等が挙げられる。これらの水溶性有機溶
剤は、単独でも或いは混合物としても使用することができる。
【００９２】
（第３のインクの記録媒体への浸透性）
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以上説明してきた各種成分を含んでいる本実施態様のインクは、プリント媒体に対する浸
透性に着目して、例えばＫａ値を１（ｍｌ・ｍ-2・ｍｓｅｃ-1/2）未満に調整した場合、
後述する処理液との併用によって、極めて均一な濃度を有し、エッジがシャープで、しか
もプリント媒体への定着速度と定着性に優れた画像ドットを得ることができる。以下にイ
ンクのプリント媒体に対する浸透性について説明する。
【００９３】
インクの浸透性をインク滴を吐出してからの時間ｔにおける１ｍ2当たりのインク浸透量
Ｖ（単位はミリリットル／ｍ2＝μｍ）で表すと、Ｖは、次に示すようなブリストウ方式
により表されることが知られている。
Ｖ＝Ｖｒ＋Ｋａ（ｔ－ｔｗ）1/2

（ただし、ｔ＞ｔｗ）
インク滴がプリント媒体表面に滴下した直後は、インク滴は表面の凹凸部分（プリント媒
体の表面の粗さの部分）において吸収されるのが殆どで、プリント媒体内部へは殆ど浸透
していない。その間の時間がｔｗ（ウェットタイム）、その間の凹凸部への吸収量がＶｒ
である。インク滴の滴下後の経過時間がｔｗを超えると、超えた時間（ｔ－ｔｗ）の２分
の１乗に比例した分だけ浸透量Ｖが増加する。Ｋａはこの増加分の比例係数であり、浸透
速度に応じた値を示す。
【００９４】
Ｋａ値は、ブリストウ法による液体の動的浸透性試験装置Ｓ（東洋精機製作所製）を用い
て測定した。本実験では、本出願人であるキヤノン株式会社のＰＢ用紙をプリント媒体（
記録紙）として用いた。このＰＢ用紙は、電子写真方式を用いた複写機やＬＢＰと、イン
クジェット記録方式を用いたプリントの双方に使える記録紙である。
【００９５】
また、キヤノン株式会社の電子写真用紙であるＰＰＣ用紙に対しても、同様の結果を得る
ことができた。
【００９６】
Ｋａ値は界面活性剤の種類、添加量などによって決まってくる。例えば、エチレンオキサ
イド－２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４，７－ジオール（ethylene oxide
-2,4,7,9-tetramethyl-5-decyen-4,7-diol）（以下、商品名「アセチレノール」（川研フ
ァインケミカル社製）で表記する）という非イオン性界面活性剤を添加することにより、
浸透性は高くなる。
【００９７】
また、アセチレノールが混合されていない（含有割合が０％）インクの場合は浸透性が低
く、後に規定する上乗せ系インクとしての性質を持つ。また、アセチレノールが１％の含
有割合で混合されている場合は短時間で記録紙内部に浸透する性質を持ち、後に規定する
高浸透性インクとしての性質を持つ。そして、アセチレノールが０．３５％の含有割合で
混合されているインクは、両者の中間の半浸透性インクとしての性質を持つ。
【００９８】
【表１】
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上記の表１は、「上乗せ系インク」、「半浸透性インク」、「高浸透性インク」のそれぞ
れについて、Ｋａ値、アセチレノール含有量（％）、表面張力（mN／ｍ）を示している。
プリント媒体である記録紙に対する各インクの浸透性は、Ｋａ値が大きいものほど高くな
る。つまり、表面張力が小さいものほど高くなる。
【００９９】
表１におけるＫａ値は、前述の如くブリストウ法による液体の動的浸透性試験装置Ｓ（東
洋精機製作所製）を用いて測定したものである。実験には、前述のキヤノン株式会社のＰ
Ｂ用紙を記録用紙として用いた。また、前述のキヤノン株式会社のＰＰＣ用紙に対しても
、同様の結果を得ることができた。
【０１００】
ここで、「高浸透性インク」として規定される系のインクはアセチレノール含有割合が０
．７％以上であり、浸透性に関して良好な結果が得られた範囲のものである。そして本実
施態様のインクに担持させる浸透性の基準としては、「上乗せ系インク」のＫａ値、即ち
１．０（ml・m-2・msec-1/2）未満とすることが好ましく、特には０．４（ml・m-2・msec
-1/2）以下が好ましい。
【０１０１】
（染料の添加）
上記した態様の第３のインクに染料を更に添加してもよい。即ち第１の顔料、第２の顔料
及び第２の顔料を水性媒体に分散させるための分散剤を含むインクに対して更に染料を添
加したインクは、第２のインクとの併用によってより優れた画像ドットを短い定着時間で
プリント媒体上に形成することができる。また、第２の顔料の凝集力が第１の顔料の存在
によって緩和されることは先に述べた通りであるが、染料の添加によって第２の顔料の凝
集力がもう１段緩和され、インクの吸収性が普通紙等と比較して悪い記録媒体において生
じ易い「ひび割れ」等のプリント画像の不均一を有効に抑えることができるものと考えら
れる。好ましい染料としてはアニオン性染料が挙げられる。
【０１０２】
（アニオン性染料）
上記した様な本実施形態で使用できる水性媒体に対して可溶なアニオン性染料としては、
公知の酸性染料、直接性染料、反応性染料等が好適に使用される。また、特に好ましくは
、骨格構造として、ジスアゾまたはトリスアゾ骨格構造を有する染料を用いることが良い
。またさらに、骨格構造の異なる２種以上の染料をもちいることも好ましい。使用する染
料として、黒色の染料以外で、色調が大きく異ならない範囲で、シアン、マゼンタ、イエ
ロー等の染料を用いてもかまわない。
【０１０３】
（染料の添加量）
また、染料の添加量としては、第３のインクに含有されている色材全体の５質量％～６０
質量％でよいが、第１及び第２の顔料を混合したことの効果をより有効に活用することを
考慮すると、５０質量％未満とすることが好ましい。更に普通紙上での印字特性を重視し
たインクとする場合には５質量％～３０質量％とすることが好ましい。
【０１０４】
（第２の実施形態）
本発明にかかるインクジェットプリント方法の第２の実施形態は、先に挙げた第１～第３
のインクを用い、
（１）第１のインクをインクジェット法を用いてプリント媒体上に付着させる第一の工程
、
（２）第２のインクをインクジェット法を用いてプリント媒体上に付着させる第二の工程
；及び
（３）第３のインクをインクジェット法を用いてプリント媒体上に付着させる第三の工程
、
を含み、
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該第３の工程は、該第２の工程に引き続いて、該プリント媒体上で該第２のインクと該第
３のインクとが液体状態で接するように行うもので、これらの第２のインクと第３のイン
クとの付与順序のみが上記の第１の実施態様と異なる。
【０１０５】
この実施形態における第３のインクおよび第２のインク（処理液）のプリント媒体への付
与順序は、基本的には、上述したようにプリント媒体に第２のインクを付与した後に第３
のインクが付与されるような順序であれば、上述した所定の効果を得ることができる。こ
の付与順序を定める具体的な構成に関し、例えばシリアルタイプのヘッドを用いる場合に
あっては、紙送りを挟んだ同一領域に対する複数回の走査によって上述の順序がそれぞれ
実現される場合も、本発明の範囲に含まれるものである。
【０１０６】
このように、本実施形態の第３のインクは第２のインクのプリント媒体への付与に引き続
いて付与されるが、このインクの付与数としては１滴に限定されるものではない。例えば
、第２のインクの付与に引き続いて、第３のインクを２滴付与するものとしてもよく、そ
の場合、好ましくは、これら２滴のうち、先行して付与されるインクは第１の顔料より第
２の顔料の割合が多く、その後付与されるインクを、逆に第１の顔料の方が第２の顔料よ
りも割合が多いものとすることができる。
【０１０７】
以上のようにインクを複数滴付与する場合には、その付与されるインクの総量を、１滴を
付与する場合にほぼ等しくするのが好ましい。換言すれば、この実施形態によれば、複数
に分割してインクを付与する場合、それぞれの滴の量が分割数に応じて少なくなっても、
上述した所定の効果を得ることができる。
【０１０８】
次に、本実施形態における第２のインクと第３のインクとが付与される時間差は、上述し
た付与順序と同様、基本的に上述した本実施形態の各効果が現われる限りどのような時間
差であっても本発明の範囲内に含まれる。
【０１０９】
すなわち、第２のインクが付与されてから第３のインクが付与されるまでの時間によって
、第３のインクと第２のインクとの反応は種々の態様で生じる。例えば上記時間が短い場
合でも、それらが重ねられて形成されるドットの周囲部、すなわちエッジ部では、顔料等
と第２のインクの十分な反応を生じ本実施形態の各効果、特に「もや」を抑制する効果を
少なくとも生じ得ることも観察されている。
【０１１０】
このような点から、本明細書では、第３のインクと第２のインクとの「反応」とは全体的
な反応のみならずエッジ部等一部において反応することも意味するものとする。さらに、
プリント媒体中に浸透してから反応する場合も含むものとする。また、本発明においては
、これらの全ての反応の態様が「液体状態で接する」という範疇に属するものと定義する
。
【０１１１】
さらに、このような構成のより具体的構成として、搬送されるプリント媒体におけるプリ
ント領域の全幅に対応した範囲でインク吐出口を配列した、いわゆるフルマルチタイプの
プリントヘッドや、プリント媒体に対して走査のための移動を行うシリアルタイプのプリ
ントヘッドのいずれも本発明に係る上述のインクの付与を可能とするものである。
【０１１２】
以上説明したプリント方法にかかる第１及び第２の実施態様に用い得るプリントヘッドの
インク吐出方式としては、ピエゾ方式等、周知のいずれの方式のものも採用できるが、最
も好しい形態は、熱エネルギーを利用してインク中に気泡を生じさせ、この気泡の圧力に
よってインクを吐出する方式のものである。
【０１１３】
さらに、各プリントヘッドによって、インクが吐出されて重なる範囲は、通常、プリント
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画像等を構成する画素単位で制御されるため、上記インク等は同一位置に吐出されて重ね
られる。しかし、本発明の適用は、このような構成には限られない。例えば、インクのド
ットの一部同士が重なり、本実施形態の所定の効果が生ずる構成や、各画素のデータに対
して第２のインクを間引いて付与し、隣接画素から滲み等によって流入する第２のインク
と第３のインク中の顔料等が反応する構成も本発明の範囲に含まれる。
【０１１４】
以下、図面を参照して上記のプリント方法にかかる第１の態様及び第２の態様について、
具体例を用いて更に説明する。
【０１１５】
本発明の上記の第１及び第２の実施形態において、例えば第３のインクをブラックのイン
クとしてこれにより文字等のプリントを行うときは、このブラックインクが付与される画
素の全てもしくは一部に色濃度の薄い第２のインクとしてのシアン（以下、「淡Ｃ」とも
いう）のインクを重ねて付与する。そして、Ｂｋインクをアニオン系とし、淡Ｃインクは
Ｂｋインク中の顔料の分散安定性を不安定化させる物質を含むものとし、これによりＢｋ
インクと淡Ｃインクがプリント媒体上で混合したときに色材の凝集、沈殿、あるいはイン
クの増粘等を生じさせるものである。
【０１１６】
なお、このような高ＯＤを実現する淡Ｃインクを用いる場合、淡Ｃインクの色材濃度が高
いほど、この淡ＣインクとＢｋインクで形成されるブラックドットのＯＤは高くなる。こ
の結果、ブラックドットについて所定のＯＤを得ようとする場合に、淡Ｃインクの濃度を
高くすればＢｋインクの吐出量を低減することができる。但し、淡Ｃインクの濃度を高く
しすぎると、淡ＣインクによるＯＤが０．２～０．６の範囲を超え、ずれが目立つことに
なる。
【０１１７】
このような淡Ｃインクによるドットへの０．２～０．６の範囲という低いＯＤの付与は、
染料濃度がインク全量に対して０．５質量％や１質量％といった比較的薄いインクを用い
ることにより実現できる。この０．５質量％や１質量％の濃度は前述したように通常用い
られるＣインクの染料濃度のそれぞれ１／６、１／３の濃度であり、本明細書では、この
ように絶対的に濃度の低いインクを「淡インク」という。また、後述されるように同系色
のインクに濃度の異なる２つのインクを用いる場合には、相対的に濃度が低く、Ｂｋイン
クに重ねて用いられるインクも同様に「淡インク」と称する。
【０１１８】
次に、上述したＢｋインクとこれに重ねて付与する多価金属塩を含む淡インクの組合せを
用いたインクジェットプリンタについて説明する。
【０１１９】
図４（ａ）～（ｄ）はそれぞれこのようなインクジェットプリンタにおけるプリントヘッ
ドの配列を模式的に示す図である。これらの図はフルラインタイプのプリントヘッドを紙
送り方向に対して側方から示すものであるが、各図に示すプリントヘッドの組合せは、こ
のようなフルラインタイプに限られることはなく、キャリッジにおいてそれぞれの図に示
されるように配列されるシリアルタイプのプリントヘッドの組合せでもよいことは勿論で
ある。
【０１２０】
図４（ａ）に示す配列は、紙送り方向において上流側から順にＢｋインク、淡Ｃインク、
Ｃインク、マゼンタ（以下、単に「Ｍ」とも記す）インクおよびイエロー（以下、単に「
Ｙ」とも記す）インクをそれぞれ吐出するものである。この構成において、第１のインク
がＹインク、Ｍインク、Ｃインクであり、第２のインクが淡Ｃインクであり、第３のイン
クがＢｋインクである。
【０１２１】
この場合、ブラックの文字等をプリントするときには、上述したように、Ｂｋヘッドから
のＢｋインクの吐出に淡Ｃヘッドからの淡Ｃインクの吐出が重ねて行われる。この場合、
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淡Ｃインクの染料の濃度は０．３～１．５％の範囲内のものとすることができ、これによ
り、この淡ＣインクとＢｋインクそれぞれの吐出位置にずれが生じた場合でも、これによ
るインクドット相互のずれを目立たなくすることができる。なお、この淡Ｃインクの色材
濃度は、このプリンタにおいて用いられるＣインクの色材濃度の１／２．５～１／６に相
当するものである。
【０１２２】
また、淡Ｃインクは、Ｂｋインクや他のＹ、Ｍ、Ｃのインクがアニオン性を有する染料を
含んでいるのと同様にアニオン性染料を有するものであるが、一方で多価金属塩を有して
おり、これにより、Ｂｋインクと淡Ｃインクを重ねたときにＢｋインク中の顔料の不溶化
または凝集を生じ、Ｂｋインクドットの濃度向上やその他のフェザリング低減、耐水性向
上等の所定の効果を得ることができる。
【０１２３】
さらに、淡ＣインクとＣインクは、プリント画像の特に低濃度部における粒状感の低減や
滑らかな階調変化の実現のために所定の再現濃度範囲においては重ねて付与することが行
われる。これは、所定の濃度振り分けテーブルを用い、シアンに関する入力濃度データが
比較的小さい範囲では、これをその値に応じて淡Ｃインクの濃度データに変換し、入力濃
度データが大きい範囲では、淡ＣインクとＣインクそれぞれの濃度データに振り分けて変
換し、その場合に入力濃度データの値が大きい程Ｃインクの濃度データに振り分ける割合
を多くすることによって実現することができる。このような構成を採用する場合、淡Ｃイ
ンクのベタ打ちによるＯＤは、ＣインクのそれによるＯＤの約１／２とするのが好ましく
、この関係を実現するには、前述のようにＯＤの間引きによる実現を含め、淡Ｃインクの
色材濃度がＣインクの色材濃度に対し、上述の如く１／２．５～１／６の範囲であること
が望ましい。
【０１２４】
図４（ｂ）は、ブラックのモノクロームプリントを行うプリンタの参考ヘッド配列を示し
、Ｂｋインクおよび淡Ｃインクそれぞれのプリントヘッドが組合せて用いられる。
【０１２５】
図４（ｃ）に示す構成は、同図（ａ）に示す淡Ｃインクの代わりに低濃度のブルー（以下
、単に「Ｂ」とも記す）、すなわち淡ブルーを用いるものであり、Ｃと同系統であるブル
ー系の色のインクを用いることにより、淡ＣインクをＢｋインクに重ねた場合とほぼ同様
の効果を得ることができる。なお、上記ブルー系のインクとは、上述のようにブルーの色
材であるブルーやシアンの色材を主な色材として含むインクであるが、シアンインクの染
料とマゼンタインクの染料を含んでなるものが色再現性や粒状感を低減するうえで特に好
ましい。
【０１２６】
なお、上述した図４（ａ）、（ｃ）および（ｄ）に示す例では、Ｂｋインクに重ねられる
インクを淡Ｃインクもしくはこれと同系統の淡Ｂインクとしたが、重ねられる淡インクの
種類はこれらに限られない。例えば、ＭまたはＹの淡インクを用いてもそれらの色材濃度
によって実現されるＯＤを適切に定めれば、ドットずれが目立たないプリントを行うこと
ができる。しかし、ドットのずれにおいてＣもしくはＢのインクドットは比較的明度が低
くかつＢｋインクのドットにより色味が近いものであり、この点から淡Ｃインクもしくは
淡Ｂインクを用いることが好ましい。さらに、Ｂｋインクに用いる染料の不溶化による茶
変や顔料の色味が少し赤っぽいところからも色調の補正およびそれに伴う反射濃度向上と
いう観点で赤の補色であるシアンやブルーが好ましいものである。また、他のカラープリ
ントを行う場合の粒状感低減の観点からすれば、ＣインクもしくはＢインクは上述のよう
に比較的明度が低いものであるためその粒状感が顕著に現われ易く、そのため、これらの
インクに淡インクを用いて粒状感の低減を図ることはプリント品位の向上の点から、より
好ましいことである。
【０１２７】
【実施例】
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以下、上述の実施形態の具体的実施例について参考例や図面を参照して説明する。本発明
はこのような実施例に限らず、これらをさらに組み合わせたり、同様な課題を内包する他
の分野の技術にも応用することができる。
（実施例１）
図５は第１実施例に係るフルラインタイプのプリント装置の概略構成を示す側面図である
。
【０１２８】
このプリント装置１は、プリント媒体としての記録媒体の搬送方向（同図中矢印Ａ方向）
に沿って所定位置に配置された複数のフルラインタイプのプリントヘッドよりインクを吐
出してプリントを行うインクジェットプリント方式を採用するものであり、後述する図６
の制御回路に制御されて動作する。
【０１２９】
ヘッド群１０１ｇの各プリントヘッド１０１Ｂｋ，１０１Ｃ’，１０１Ｃ，１０１Ｍおよ
び１０１Ｙのそれぞれは、図中Ａ方向に搬送される記録紙の幅方向（図の紙面に垂直な方
向）に約７２００個のインク吐出口を６００ｄｐｉの密度で配列し、最大Ａ３サイズの記
録紙に対しプリントを行うことができる。
【０１３０】
記録紙１０３は、搬送用モータにより駆動される一対のレジストローラ１１４の回転によ
ってＡ方向に搬送され、一対のガイド板１１５により案内されてその先端のレジ合わせが
行われた後、搬送ベルト１１１によって搬送される。エンドレスベルトである搬送ベルト
１１１は２個のローラ１１２，１１３により保持されており、その上側部分の上下方向の
偏位はプラテン１０４によって規制されている。ローラ１１３が回転駆動されることで、
記録紙１０３が搬送される。なお、搬送ベルト１１１に対する記録紙１１３の吸着は静電
吸着によって行われる。ローラ１１３は不図示のモータ等の駆動源により記録紙１０３を
矢印Ａ方向に搬送する方向に回転駆動される。搬送ベルト１１１上を搬送されこの間に記
録ヘッド群１０１ｇによって記録が行われた記録紙１０３は、ストッカ１１６上へ排出さ
れる。
【０１３１】
記録ヘッド群１０１ｇの各プリントヘッドは、上記実施形態で説明したＢｋインクを吐出
するヘッド１０１Ｂｋ、多価金属塩を含む淡Ｃインクを吐出するヘッド１０１Ｃ’更には
Ｃインク、Ｍインク及びＹインクをそれぞれ吐出するヘッド１０１Ｃ、１０１Ｍ、１０１
Ｙが、記録紙１０３の搬送方向Ａに沿って図示の通りに配置されている。そして、各プリ
ントヘッドにより各色のインクを吐出することでブラックの文字やカラー画像のプリント
が可能になる。ここで、ブラックの画像については、前述の実施形態で説明したようにＢ
ｋインクに淡Ｃインクが重ねて吐出される。
【０１３２】
図６は図５に示したフルラインタイプのプリント装置１の制御構成を示すブロック図であ
る。
【０１３３】
システムコントローラ２０１は、マイクロプロセッサをはじめ、本装置で実行される制御
プログラムを格納するＲＯＭ、マイクロプロセッサが処理を行う際にワークエリアとして
使用されるＲＡＭ等を有し、装置全体の制御を実行する。モータ２０４はドライバ２０２
を介してその駆動が制御され、図５に示すローラ１１３を回転させ、記録紙の搬送を行う
。
【０１３４】
ホストコンピュータ２０６は、本実施例のプリント装置１に対してプリントすべき情報を
転送し、そのプリント動作を制御する。受信バッファ２０７は、ホストコンピュータ２０
６からのデータを一時的に格納し、システムコントローラ２０１によってデータ読み込み
が行われるまでデータを蓄積しておく。フレームメモリ２０８は、プリントすべきデータ
をイメージデータに展開するためのメモリであり、プリントに必要な分のメモリサイズを
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有している。本実施例では、フレームメモリ２０８は記録紙１枚分を記憶可能なものとし
て説明するが、本発明はフレームメモリの容量によって限定されるものではない。
【０１３５】
バッファ２０９Ｐは、プリントすべきデータを一時的に記憶するものであり、プリントヘ
ッドの数およびそれぞれの吐出口数に応じた記憶容量を有している。プリント制御部２１
０は、プリントヘッドの駆動をシステムコントローラ２０１からの指令により適切に制御
するためのものであり、駆動周波数、プリントデータ数等を制御するとともに、さらには
Ｂｋインクの吐出データに基づきこれに重ねる淡Ｃインクを吐出させるためのデータも作
成し画像としての淡Ｃのデータに付加する。ドライバ２１１は、それぞれのインクを吐出
させるためのプリントヘッド１０１Ｂｋ，１０１Ｃ’，１０１Ｃ，１０１Ｍ，１０１Ｙの
吐出駆動を行うものであり、プリント制御部２１０からの信号により制御される。
【０１３６】
以上の構成において、ホストコンピュータ２０６からプリントデータが受信バッファ２０
７に転送されて一時的に格納される。次に、格納されているプリントデータはシステムコ
ントローラ２０１によって読み出されてバッファ２０９Ｐに展開される。また、紙詰まり
、インク切れ、用紙切れ等を異常センサ２２２からの各種検知信号により検知することが
できる。
【０１３７】
プリント制御部２１０は、バッファ２０９Ｐに展開された画像データのうちＢｋインクの
データに基づき、淡Ｃインクを吐出させるためのデータの作成してバッファ２０９Ｐに格
納する。これにより、バッファ２０９Ｐにおいては、このブラックドットを形成するとき
の淡Ｃインクのデータと、Ｃインクと併用されまたは単独で用いられてシアンドットを形
成する場合の淡ＣインクのデータとのＯＲデータが格納されることになる。このようにし
て展開されたバッファ２０９Ｐ内のプリントデータに基づいて各プリントヘッドの吐出動
作を制御する。
【０１３８】
図７は、上述した淡シアン（Ｃ’）インクの吐出データの生成処理を示すフローチャート
である。淡シアンの吐出データは、図６に示したバッファ２０９Ｐに格納されたＢｋイン
クの吐出データに基づいて生成される。すなわち、バッファ２０９Ｐには所定の画像処理
がなされた画像データに対しさらに二値化処理が施された１頁分のビットマップデータが
、Ｃ、淡Ｃ、Ｍ、Ｙ、Ｂｋの各色毎に格納されている。これに対し、本処理では、Ｂｋの
吐出データに対し、５０％の間引き率で、これに重ねる淡シアンの吐出データを作成する
。本実施例で用いる淡シアンの染料濃度は、１％であり、この濃度のインクを用いて５０
％の間引きパターンをプリントしたときのそのパーターン自体のＯＤが０．４となるよう
にしたものである。また、本実施例では、フルラインタイプのヘッドを用いるため、プリ
ント速度などの観点から、予め１頁分のデータを作成する。
【０１３９】
本処理が起動されると、まず、画素位置を示すパラメータであるＸ、Ｙを初期化する（ス
テップＳ１１）。ここで、Ｘはヘッドにおける吐出口の配列方向に対応した画素位置を示
し、一方、Ｙは、プリント媒体の搬送方向に対応した画素位置を示す。次に、ステップＳ
１２において、処理対象である画素の位置Ｘ、ＹについてＢｋインクの吐出データＰBk（
Ｘ、Ｙ）が"１"（吐出）か"０"（非吐出）か否かを判断し、"１"の場合は、ステップＳ１
３において、直前に決定したＸ方向において一つ前の位置の淡シアンの吐出データＰC’
（Ｘ－１、Ｙ）が 同様に"１"（吐出）か"０"（非吐出）か否かを判断し、"０"の場合は
、ステップＳ１４で、さらに、対象画素の１行前の対応する画素位置の淡シアンの吐出デ
ータＰC’（Ｘ、Ｙ－１）が"１"（吐出）か"０"（非吐出）か否かを判断する。ここで"０
"と判断された場合には、ステップＳ１５において、対象画素位置の淡シアンの吐出デー
タＰC’（Ｘ、Ｙ）を"１"、すなわち吐出するデータとする。
【０１４０】
以上の処理を、Ｘ方向の１行分の画素数ｍおよび１頁分の行数ｎについて行い（ステップ
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ってプリントされる文字、画像等を構成する画素に対して、いわゆるチェッカーパターン
で淡シアンのインクを吐出し、ブラック画像に対して略間引き率が５０％の淡シアンによ
るプリントを行うことができる。
【０１４１】
なお、以上説明した図７に示す処理を始めとする画像処理や二値化処理は、上記実施例で
はプリンタにおいて行うものとしたが、これに限られることなく、例えばホストコンピュ
ータ２０６においてプリンタドライバによって実行されるものであっても良いことは勿論
である。
【０１４２】
また、上記実施例では、淡シアンインクをブラックインクに重ねて付与する場合として、
全てのブラックの画像等としたが、例えば、特に高いＯＤ値を必要とする文字などのキャ
ラクタをプリントする場合のみ淡シアンインクを重ねて付与するようにしても良い。
【０１４３】
本実施例では、ヘッド１０１Ｂｋから吐出されるブラックインクについては、浸透速度の
遅いインク（以下、本実施例では「上乗せ系インク」という）を用い、ヘッド１０１Ｃ’
，１０１Ｃ，１０１Ｍ，１０１Ｙからそれぞれ吐出される淡シアンおよびシアン，マゼン
タ，イエローの各インクは浸透速度の速いそれぞれインク（以下、本実施例では「高浸透
性インク」という）を用いる。
【０１４４】
先に述べたようにアセチレノールの含有割合が多いほど、経過時間に対するインクの浸透
量が多く、浸透性が高いといえる。
【０１４５】
ここで、界面活性剤をある液体に含有させる場合の条件として、その液体における界面活
性剤の臨界ミセル濃度（ＣＭＣ）があることが知られている。この臨界ミセル濃度とは、
界面活性剤の溶液の濃度が上昇して行き急激に数十分子が会合してミセルを形成するよう
になるときの濃度である。上述したインクに浸透性調製のため含有されるアセチレノール
は界面活性剤の一種であり、このアセチレノールにおいても同様に液体に応じて臨界ミセ
ル濃度が存在する。
【０１４６】
アセチレノールの含有割合を調整した場合の表面張力との関係として、ミセルを形成する
ようになると表面張力が低下しなくなる関係を有しており、このことから、水に対するア
セチレノールの臨界ミセル濃度（ＣＭＣ）は約０．７％であることが確認されている。
【０１４７】
臨界ミセル濃度と前述の表１を対応させると、例えば表１に規定される「高浸透性インク
」は、水におけるアセチレノールの臨界ミセル濃度（ＣＭＣ）よりも多い割合でアセチレ
ノールを含有するインクであることがわかる。
【０１４８】
本実施例で使用する淡Ｃインクおよびその他のインクの組成は次の通りであり、それぞれ
の色材に溶媒を加えることによって生成されるものである。なお、各成分の割合は重量部
で示したものであり、各成分の合計が１００重量部となるようになっている（表３～１３
においても同様である）。
【０１４９】
【表２】
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【０１５０】
【表３】

【０１５１】
【表４】

【０１５２】
【表５】
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【０１５３】
【表６】

上記ブラックインクはその組成からも明らかなように分散剤無し顔料と高分子分散剤型顔
料とを色材として用いるものであり、その顔料分散液は次のものである。
［顔料分散液１］
水５．３ｇに濃塩酸５ｇを溶かした溶液に、５?においてアントラニル酸１．５８ｇを加
えた。この溶液を、アイスバスで攪拌することにより常に１０℃以下に保ち、５℃の水８
．７ｇに亜硝酸ナトリウム１．７８ｇを加えた溶液を加えた。さらに、１５分攪拌した後
、表面積が３２０ｍ2／ｇでＤＢＰ吸油量が１２０ｍｌ／１００ｇのカーボンブラック２
０ｇを混合した状態のまま加えた。その後、さらに１５分攪拌した。得られたスラリーを
東洋濾紙Ｎｏ．２（アドバンティス社製）で濾過し、顔料粒子を充分に水洗し、１１０℃
のオーブンで乾燥させた後、この顔料に水をたして顔料濃度１０重量％の顔料水溶液を作
製した。以上の方法により、下記式で表したように、表面に、フェニル基を介して親水性
基が結合したアニオン性に帯電した自己分散型カーボンブラックが分散した顔料分散液を
得た。
【０１５４】
【化２】

［顔料分散液２］
顔料分散液２は次のようにして調整したものである。分散剤としてスチレン－アクリル酸
－アクリル酸エチル共重合体（酸価１８０、平均分子量１２０００）１４部と、モノエタ
ノールアミン４部と水７２部を混合し、ウォーターバスで７０℃に加温し、樹脂分を完全
に溶解させる。この際溶解させる樹脂の濃度が低いと完全に溶解しないことがあるため、
樹脂を溶解する際は、高濃度溶液をあらかじめ作成しておき、希釈して希望の樹脂溶液を
調整してもよい。この溶液に、分散剤の作用によって初めて水性媒体に分散可能なカーボ
ンブラック（商品名：ＭＣＦ－８８、ｐＨ８．０、三菱化学製）１０部を加え、３０分間
プレミキシングを行った。次いで以下の操作を行ない、カーボンブラック（ＭＣＦ－８８
）が分散剤によって水性媒体に分散された顔料分散液２を得た。
分散機：サイドグラインダー（五十嵐機械製）
粉砕メディア：ジルコニアビーズ１ｍｍ径
粉砕メディアの充填率：５０％（体積）
粉砕時間：３時間
遠心分離処理（１２０００ＲＰＭ、２０分間）
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以上の各組成からも明らかなように、アセチレノールの含有量により、ブラックのインク
は上乗せ系インクに、Ｃ’（淡Ｃ）およびＣ、Ｍ、Ｙの各インクは高浸透性インクにそれ
ぞれ設定されている。
【０１５５】
また、淡Ｃインクの色材濃度は、Ｃインクの色材濃度の１／３にあたる１重量％であり、
これにより、この淡Ｃインクをベタ打ちしたときのＯＤは、約０．５７となる。そして、
本実施例では、淡Ｃインクの吐出データをＢｋインクのそれに対して５０％の間引き率で
間引いたデータとし、そのパターンのＯＤを約０．４とする。これにより、本実施例の装
置においてＢｋインクと淡Ｃインクの吐出位置ずれが２００ｍ程度となってもそのずれを
目立たなくすることができるとともにＢｋインクドットについて濃度が高く、シャープネ
スの良好なものとすることができた。
【０１５６】
淡Ｃのデータを間引かなくても１００ｍの吐出位置ずれなら問題はないし、Ｂｋ画素のＯ
Ｄも高くなるため、装置において生ずるずれの程度によっていずれかを選択すればよい。
【０１５７】
本実施例では、各プリントヘッドのインク吐出口は６００ｄｐｉの密度で配列され、また
、記録紙の搬送方向において６００ｄｐｉのドット密度でプリントを行う。これにより、
本実施例でプリントされる画像等のドット密度はロー方向およびカラム方向のいずれも６
００ｄｐｉとなる。また、各ヘッドの吐出周波数は４ＫＨｚであり、従って、記録紙の搬
送速度は約１７０ｍｍ／ｓｅｃとなる。さらに、ヘッド１０１Ｂｋと淡Ｃインクのヘッド
１０１Ｃ’との間の距離Ｄi（図５参照）は、４０ｍｍであり、従って、ブラックのイン
クが吐出されてから、淡Ｃインクが吐出されるまでの時間は約０．１ｓｅｃとなる。なお
、各プリントヘッドの吐出量は、１吐出当り約１８ｐｌである。
【０１５８】
以上説明したフルラインタイプのプリント装置は、プリントヘッドがプリント動作におい
て固定された状態で用いられ、記録紙の搬送に要する時間がほぼプリントに要する時間で
あるため、特に高速プリントに適したものである。従って、このような高速プリント機器
に本発明を適用することによって、さらにその高速プリント機能を向上でき、しかも高品
位のプリントを可能とするものである。
【０１５９】
なお、本実施例のプリント装置は、最も一般的にはプリンタとして用いられるものである
が、これに限られず複写装置、ファクシミリ等のプリント部として構成可能であることは
勿論である。
【０１６０】
（実施例２）
図８は本発明の第２の実施例に係るシリアルタイプのプリント装置５の構成を示す概略斜
視図である。すなわち、第３のインク（顔料を含むインク）をプリント媒体に付与した後
、第２のインク（淡Ｃインク）を吐出して反応させるプリント装置は、上述のフルライン
タイプのものに限らず、シリアルタイプの装置にも適用できることは明らかである。なお
、図５に示した要素と同様の要素には同一の符号を付しその説明の詳細は省略する。
【０１６１】
プリント媒体である記録紙１０３は、給紙部１０５から挿入されプリント部１２６を経て
排紙される。本実施例では、一般に広く用いられる安価な普通紙を記録紙１０３として用
いている。プリント部１２６において、キャリッジ１０７は、プリントヘッド１０１Ｂｋ
，１０１Ｃ’，１０１Ｃ，１０１Ｍおよび１０１Ｙを搭載し、不図示のモータの駆動力に
よってガイドレール１０９に沿って往復移動可能に構成されている。プリントヘッド１０
１Ｂｋは、上記実施例１と同様、染料と顔料が混合したものを色材として用いるインクを
吐出する。また、プリントヘッド１０１Ｃ'，１０１Ｃ，１０１Ｍ，１０１Ｙはそれぞれ
淡シアン（Ｃ'）インク、シアン（Ｃ）インク、マゼン（Ｍ）タインク、イエロー（Ｙ）
インクをそれぞれ吐出するものであり、この順序で記録紙１０３にインクを吐出するよう



(29) JP 4817540 B2 2011.11.16

10

20

30

40

50

駆動される。ここで、淡シアンインクの色材濃度はシアンインクの色材濃度の約１／３で
ある１％であり、これにより、淡シアンインクによるＯＤを約０．５７としＢｋインクに
これを重ねたときに生ずるずれが最大１００ｍ程度までこれを目立たなくさせることがで
きる。
【０１６２】
各ヘッドにはそれぞれ対応するインクタンク１０８Ｂｋ，１０８Ｃ’，１０８Ｃ，１０８
Ｍ，１０８Ｙからインクが供給され、インク吐出時には各ヘッドの吐出口毎に設けられて
いる電気熱変換体（ヒータ）に駆動信号が供給され、これにより、インクに熱エネルギを
作用させて気泡を発生させ、この発泡時の圧力を利用してインクの吐出が行われる。各ヘ
ッドには、それぞれ３６０ｄｐｉの密度で６４個の吐出口が設けられ、これらは、記録紙
１０３の搬送方向Ｙとほぼ同方向、つまり、各ヘッドによる走査方向とほぼ垂直方向に配
列されている。そして、各吐出口毎の吐出量は約２３ｐｌである。
【０１６３】
以上の構成において、各ヘッド間距離は１／２インチであり、従って、走査方向のプリン
ト密度が７２０ｄｐｉ、各ヘッドの吐出周波数は７．２ｋＨｚであることから、ヘッド１
０１ＢｋのＢｋインクが吐出されてから、ヘッド１０１Ｃ’の淡Ｃインクが吐出されるま
での時間は０．０２５ｓｅｃとなる。
【０１６４】
図９（ａ）～（ｃ）は、図８に示したようなシリアルプリント装置におけるヘッド構成の
それぞれ他の例を示し、吐出口配列を模式的に示す図である。
【０１６５】
同図（ａ）に示すように、ブラックインクを吐出する吐出部を２つ有し（吐出部１０１Ｂ
ｋ１，１０１Ｂｋ２）、これらの間に淡Ｃインクを吐出する吐出部１０１Ｃ’が配設され
る構成であってもよい。この場合、ブラックのインクが付与された後、淡Ｃインクが付与
される。また、その後さらにブラックインクが付与されてもよい。
【０１６６】
同図（ａ）を始め図９（ｂ）、（ｃ）に示されるヘッド構成は、いくつかのインクについ
てのヘッド構造を一体にしたものである。図９（ｂ）は，（ａ）と同様に、ブラックイン
クの吐出部を２つ有する例を示すが、これら吐出部１０１Ｂｋ１、１０１Ｂｋ２は、淡Ｃ
インクに先行して吐出できるように配列されたものである。この構成によれば、ブラック
インクが２滴付与されたのちに淡Ｃインクが付与されることになる。
【０１６７】
図９（ｃ）は、図９（ｂ）の構成に対し、Ｍ及びＹのインク構成を異ならせたものである
。Ｍインク及びＹインクの吐出部は各々２つ設けられ（吐出部１０１Ｍ１、１０１Ｍ２、
吐出部１０１Ｙ１及び１０１Ｙ２）、操作方向とは垂直に各インクの吐出部１０１Ｂｋ２
、１０１Ｍ１、１０１Ｙ１と、吐出部１０１Ｃ、１０１Ｍ２及び１０１Ｙ２とを配列した
ものである。ここで１０１Ｃ’と１０１Ｃ、１０１Ｍ１と１０１Ｍ２、１０１Ｙ１と１０
１Ｙ２は、各々淡インクと濃インクを吐出する為のものである。勿論、これら一体構造の
ヘッドユニットにあっては、インク毎に吐出口やこれに連通する液室などは相互に隔てら
れているものである。従って、各吐出部は各インクのヘッドと同様なものである。
【０１６８】
図１０（ａ）および（ｂ）は、上述したシリアルタイプの装置で用いられるヘッドユニッ
トの他の例を示す模式図である。
【０１６９】
図１０（ａ）に示す例は、Ｂｋ，Ｃ，Ｍの吐出部が縦方向に配列されるタイプであり、こ
れら吐出部が一体に形成されている。同様に淡Ｃ，淡Ｍ，Ｙの吐出部１０１Ｃ’，１０１
Ｍ’，１０１Ｙが縦方向に配列されており、これらも一体に形成されるものである。
【０１７０】
ここで、Ｂｋインクと淡Ｃインクについては走査に対して同一画素に吐出されるようそれ
らの吐出部は対応して並行になるようユニットが形成されている。これによって、Ｂｋイ
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【０１７１】
なお、この例におけるＢｋ、Ｃ、Ｍの吐出部列と淡Ｃ、淡Ｍ、Ｙの吐出部列はヘッドとし
て一体化されていてもよい。
【０１７２】
また、Ｂｋ，Ｃ，Ｍをアニオン性色材の専用吐出部列、淡Ｃ，淡Ｍ，Ｙを多価金属塩の専
用吐出部列とすれば、それぞれの吐出部列で同時に吸引やワイピング等の回復動作を行っ
ても、インクが混じり合ってこれらが反応し不溶化物が吐出部を塞ぐことはないため、回
復系の構成を簡易なものとすることもできる。
【０１７３】
図１０（ｂ）に示す例は、３列の吐出部が一体に形成されたヘッドユニットが２つの走査
方向に配列されたものである。走査により吐出が先行する側のヘッドユニットは、Ｂｋイ
ンク，淡Ｃインク，淡Ｍインクの吐出部であり、他方のヘッドユニットはＹインク，Ｍイ
ンク，Ｃインクの吐出部が配列されている。
【０１７４】
なお、ここまで、Ｂｋインクを付与してからこれに対して淡Ｃインクを付与する形態につ
いて説明したが、Ｂｋインクより淡Ｃインクを先に付与し、この淡Ｃインクに対してＢｋ
インクを付与するようにしてもよい。インクは全て実施例１で示したものが好ましく用い
られるが、本実施例において、淡Ｍ、ＭおよびＹとしては例えば以下のような組成のイン
クを用いることで、より高品質なカラー画像を形成することができる。
【０１７５】
【表７】

【０１７６】
【表８】

【０１７７】
【表９】
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（実施例３）
本発明の他の実施例を次に説明する。本実施例は、上述した実施例における淡Ｃ'インク
のアセチレノールＥＨの含有量を２重量部とし、浸透性を更に高いものとし、これによっ
てより一層の高速定着を図ったものである。
【０１７８】
高速定着は、プリント速度の高速化、すなわち、スループットの向上のための主要な構成
である。プリントヘッドの駆動周波数やプリント媒体の搬送速度を増すことにより、直接
的にはスループットの向上は可能である。しかし、プリントが完了し排紙されたプリント
媒体上のインク等が未定着の場合は、その後の取扱いが不便であり、また、排紙したプリ
ント媒体を積層する構成にあっては、未定着のインクによって他のプリント媒体を汚すお
それもある。
【０１７９】
すなわち、このプリント速度の高速化に寄与する種々の要因の中で、直接的に想起される
ものは、上述のように、プリントが完了したプリント媒体が排紙される速度であり、これ
はプリント媒体の搬送速度もしくはプリントヘッドの走査速度に依っている。すなわち、
いわゆるフルマルチタイプのプリントヘッドを用いる装置にあっては、プリント動作にお
けるプリント媒体の搬送速度がそのまま排紙速度を意味し、また、シリアルタイプのプリ
ントヘッドを用いる装置にあっては、走査速度が結果としてプリントが完了したプリント
媒体の排紙速度に結びつくことになる。そして、上記プリント媒体の搬送速度等は、プリ
ントの解像度、すなわちドット密度を媒介として画素に対するインク吐出周期と相関する
ものである。すなわち、複数のプリントヘッドから吐出されるインクによって１つの画素
のプリントを行う構成にあっては、上記解像度を固定して考えるとき、その画素に対する
吐出周期と上記搬送速度等とが相関する。
【０１８０】
本実施例において、大きな浸透速度を有する処理液を用いることにより、特に、ＯＤ値向
上等のため混合インクとして浸透速度の小さなものを採用した場合でも、比較的速い定着
が可能となる。
【０１８１】
（実施例４）
上記実施例１において、淡シアンインクを下記の淡ブル－インクに代え、またブラック（
Ｂ）インクを下記の組成に代えた以外は実施例１と同様にして実験を行なった。
【０１８２】
【表１０】
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【０１８３】
【表１１】

なお、このブラックインクのＫａ値は０.３３（ml・m-2・msec-1/2）であった。
【０１８４】
（実施例５）
上記実施例１において、淡シアンインクを下記の組成の淡ブルーインクに代え、またブラ
ックインクの組成を下記の様に代えた以外は実施例１と同様にして実験を行なった。
【０１８５】
【表１２】

【０１８６】
【表１３】
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なお、このブラックインクのＫａ値は０. ３３（ml・m-2・msec-1/2）であった。
【０１８７】
上記実施例４および５によって得られたフルカラー画像は、実施例１と対比して特にその
粒状感の少なさにおいて際立っていた。
【０１８８】
なお、上記淡ブルーのインクには２種の染料を用いたが、この淡ブルーインクと組み合わ
せるマゼンタインクを色材に前記構造式（Ｉ）のマゼンタ染料を含むインクとし、又該淡
ブルーインクと組み合わせるシアンインクをアシッドブルー９を含むインクとすると、い
わゆる濃インクと淡インクとの間での色調の共通性のためか、得られる画像の粒状感のよ
り一層の改善、フルカラー画像を形成した場合の画像の色調の滑らかさにおいてより好ま
しい効果が得られる。
【０１８９】
以上説明したフルマルチタイプのプリント装置は、プリントヘッドがプリント動作におい
て固定された状態で用いられ、記録紙の搬送に要する時間がほぼプリントに要する時間で
あるため、特に高速プリントに適したものである。従って、このような高速プリント機器
に本発明を適用することによって、さらにその高速プリント機能を向上でき、しかも、Ｏ
Ｄ値が高く、ブリーディングやモヤのない高品位のプリントを可能とするものである。
【０１９０】
なお、本実施例のプリント装置は、最も一般的にはプリンタとして用いられるものである
が、これに限られず複写装置、ファクシミリ等のプリント部として構成可能であることは
勿論である。
【０１９１】
なお、本実施例の効果は、本例のようにブラックインクについて１つのヘッドを用いた構
成に限らず、２ヘッドとし、各ヘッドの吐出量を約８ｐｌ、合計で約１６ｐｌとした場合
もほぼ同様の効果を得ることができる。
【０１９２】
【発明の効果】
本発明によれば、より高品質なカラープリントを得る為のインクセットを提供することが
できる。また、本発明によれば、プリント物の品位を損なうことなしに、インクの記録媒
体への高速定着を可能とするカラーインクジェットプリント方法及びその装置を提供する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】インクと処理液とを反応させたときの反応物の「しみ出し」現象を推定的に説明
する概念図である。
【図２】本発明の一実施形態において処理液をプリント媒体に付与した後、インクを付与
して処理液とインクとを反応させたときのドット形成を推定的に説明する概念図である。
【図３】（ａ）本発明にかかるインクがプリント媒体表面に付与された状態の概略説明図
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である。（ｂ）従来の顔料インクがプリント媒体表面に付与された状態の概略説明図であ
る。
【図４】インクジェットプリンタにおけるプリントヘッドの配列を模式的に示す図である
。
【図５】フルラインタイプのプリント装置の概略構成を示す側面図である。
【図６】図５に示したフルラインタイプのプリント装置１の制御構成を示すブロック図で
ある。
【図７】淡シアン（Ｃ’）インクの吐出データの生成処理を示すフローチャートである。
【図８】シリアルタイプのプリント装置５の構成を示す概略斜視図である。
【図９】本発明の他の実施例に係るプリント装置のヘッド構成を示す模式図である。
【図１０】本発明のさらに他の実施例に係るプリント装置のヘッド構成を示す模式図ある
。
【符号の説明】
Ｐ　　プリント媒体
Ｓ　　処理液
Ip　　顔料インク
SP　　浸透先端
Ｄｉ　　顔料インクのヘッドと処理液のヘッドとの間の距離
１　　プリント装置
５　　プリント装置
６　　処理液
７　　もや
８　　顔料インク
９　　反応物
１０１ｇ　　ヘッド群
１０１（Ｂｋ１、Ｂｋ２、Ｓ、Ｃ、Ｍ、Ｙ）　　プリントヘッド（吐出部）
１０３　　記録紙
１０４　　プラテン
１０５　　給紙部
１０７　　キャリッジ
１０８（Ｂｋ、Ｂｋ１、Ｂｋ２、Ｓ、Ｃ、Ｍ、Ｙ）　　インクタンク
１０９　　ガイドレール
１１１　　搬送ベルト
１１２、１１３　　ローラ
１１４　　レジストローラ
１１５　　ガイド板
１１６　　ストッカ
１２６　　プリント部
２０１　　システムコントローラ
２０２　　ドライバ
２０４　　モータ
２０６　　ホストコンピュータ
２０７　　受信バッファ
２０８　　フレームメモリ
２０９Ｓ、２０９Ｐ　　バッファ
２１０　　プリント制御部
２１１　　ドライバ
２２２　　異常センサ



(35) JP 4817540 B2 2011.11.16

【図１】
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【図３】

【図４】 【図５】
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【図８】 【図９】
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